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官民連携事業 
担当 秘書政策課 

 

１ 事業年度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３，０１７千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

３，０１７ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

価値観・生き方の多様化に伴い市民ニーズが複雑多様化し、行政だけで地域課題を

解決することが困難になってきている。そのため、行政と民間事業者等が対等なパー

トナーとして尊重しながら、お互いの資源やアイデア、技術等を最大限活用し、課題

解決に取り組む。 

 

４ 事業の概要 

本市が解決策を求めたい地域課題について、テーマを決めて民間事業者等から提案

を公募し、実証実験を含めた事業を実施する。 

【令和５年度の取組】 

№ 課 題 テ ー マ 事 業 概 要 

１ 

市役所に来た人が、自然にＳＤＧｓ

達成を身近な課題と感じられる仕

掛けをつくりたい 

市民や職員が、ＳＤＧｓに気づき・考え・内省し・

行動するところまでアシストする試みを実施 

２ 

今後のまちづくりを担う人材を育

成するため、アントレプレナーシッ

プ教育を推進したい 

高校生を対象に、フィールドワークやワークショ

ップなど実務型教育プログラムの実証実験を実施 

３ 若い世代の防災意識を高めたい 
ＡＲアプリ「スマホで防災訓練」を活用した授業

を通して、防災を体験できる実証実験を実施 

４ 
冬休み期間中に児童クラブでの弁

当の配食サービスを実施したい 

放課後児童クラブ向け「めしクルーKids」システ

ムを活用して配食する実証実験を実施 

５ 

西幡豆・東幡豆エリアに点在してい

る観光資源と最寄り駅を二次交通

手段で繋ぐことにより、名鉄蒲郡線

の利用促進を図りたい 

西幡豆・東幡豆エリアで、観光客に対し、パーソ

ナルモビリティ（電動キックボード）導入による

新たな移動サービスの実証実験を実施 

６ 
学校開放で利用する学校体育施設

の鍵の管理を省人化したい 

暗証番号式のスマートロックの設置に伴い、施設

管理の業務負担を軽減する実証実験を実施 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ １ ３ 
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ふるさと納税推進事業 
担当 秘書政策課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費   １，０９２，０２２千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

１，０９２，０２２ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

地域活性化と自主財源の確保を目指すとともに、ふるさと「西尾」の魅力を広く全

国へ発信する。 

 

４ 事業の概要 

本市へご寄附いただいた市外在住の方に対する返礼品として、本市の特産品を進呈

する。 

継続的に取り組んでいる新たな返礼品の開拓や既存返礼品のブラッシュアップに

加え、寄附者に本市への来訪を促す「体験型返礼品」や「ふるさと納税払いチョイス

Ｐａｙ」の対象店舗の拡大といった開拓に取り込み、更なる寄附の増に繋げる。 

また、企業版ふるさと納税を推進するため、企業版ふるさと納税ポータルサイト「ふ

るさとコネクト」を活用し、本市の地方創生の取組をＰＲすることで寄附獲得に努め

る。 

 

○ 参考 

⑴ ふるさと応援寄附金 

令和６年度寄附見込み額 22億円 

令和５年度返礼品数 約560品（12月末現在） 

   ⑵ 企業版ふるさと納税 

 令和５年度寄附件数 ８件（12月末現在） 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １・６ 

２ １ ６ 
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ＳＤＧｓ推進事業（新規） 
担当 秘書政策課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２，４６１千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

２，４６１ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

 市民や企業、団体などの様々なステークホルダーと共に、ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）の理念や意義を広く共有し、連携を図りながら、環境・社会・経済が調和する取

組を推進する。 

 

４ 事業の概要 

  〇 にしおＳＤＧｓパートナー登録制度 

    ＳＤＧｓの達成に向けた取組を実施する企業・団体等を登録し、ステークホルダー

との協働体制を構築する。またパートナーに対して登録証の交付や、ＳＤＧｓの知識

の深化を図る勉強会を開催する。 

〇 にしおＳＤＧｓパートナー交流会 

    パートナー間の交流や情報交換をきっかけに、異業種間での連携を生み、新たな取

組に繋げる。 

〇 ＳＤＧｓ情報サイトの活用 

    パートナー情報をはじめ、本市におけるＳＤＧｓ達成に向けた取組を見える化し、

市内外にＰＲする。 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ６ 

２ １ ６ 
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西尾市と株式会社エウレカは、令和５年11月 27日

に、出会いを希望する方を応援するための事業連携

協定を締結しました。 

結婚支援事業（新規） 
担当 秘書政策課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ７，３１０千円 

 財源内訳 

   県 

  一  般 

 

１，３００ 

６，０１０ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

人口減少の背景にある未婚晩婚化への対策として、出会いを希望する独身男女に対

し、出会いの機会を創出するとともに、恋愛、結婚そして移住定住までの各段階を切

れ目なく支援することを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

〇 マッチングアプリの活用 

  オンラインでの新たな出会いのツールとして、マッチングアプリを安心・安全に

使うためのノウハウについて学ぶオンラインセミナーを開催する。また、マッチン

グアプリを１か月間利用できるギフトコードを配布する。 

○ 出会いの機会創出イベント等 

  対面での出会いの機会創出のため、市内において独身男女を対象とした婚活準備

セミナーや交流イベントを開催する。また、出会いを希望する方や交際中の方、夫

婦など、どなたでも参加できるオンラインによるお悩み相談会を開催し、出会い・

恋愛・結婚・出産を包括的に支援する。 

〇 成婚者へのお祝いメッセージ 

本市の施策をきっかけに成婚に至り、市内結婚式場で挙式をする夫婦に対し、結

婚式当日に市長からのお祝いメッセージの電報を送信する。 

〇 結婚新生活支援補助金 

夫婦の所得合算が500万円未満で、婚姻日から２年以内または婚姻日から遡って

１年以内に、市内でマイホーム新築やマンションの購入契約を締結した世帯に対し、

30万円を補助する。 

  

 

 

 予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ６ 

２ １ ６ 
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懇談会事務・市政世論調査業務 
担当 広報広聴課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ４，７８７千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

４，７８７ 

 

千円 

 

３ 事業の目的 

市政に対する市民の率直な意見、要望及び提案などを聴き、市政に反映するととも

に、市政に対する理解を深め、関心を持っていただくために各種懇談会を開催する。 

また、市政への意見や要望などを把握し施策に生かすため、市政世論調査を隔年で

実施する。 

 

４ 事業の概要 

これまで市政に参画する機会の少なかった若い世代や女性など、様々な立場の方か

ら市政に対する意見や要望等を聴くため、市長と直接対話できる「市長と語る市政懇

談会」や「学生議会」等を開催し、市民の市政への理解と参加促進を図るとともに、

市民目線のまちづくりを推進する。 

また、市政に対する市民各層の意見や要望などを把握し、今後の施策に生かすこと

を目的に市政世論調査を実施する。前回調査に引き続き、ＷＥＢ回答を導入するなど

回答者の利便性を計り、回収率の向上を目指す。 

 

 

    

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ １ ４ 
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業務量調査業務（新規） 

担当 人 事 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ８，８１１千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

８，８１１ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

労働人口の減少を踏まえ、正規職員が担うべき業務を可視化し、業務改善や担い手

の最適化を図るため、業務量調査を実施し、持続可能な組織体制を維持する。 

 

４ 事業の概要 

現状の組織別の業務量及び事務事業の特性を調査し、業務プロセスの洗い出しや業

務プロセス別の業務量の把握・分析を行い、業務改善及び担い手の最適化を図る。 

   また、業務分析に加え、職員の意識改革研修や改善検討研修などを実施し、職員の

能力開発・意識改革の醸成に取り組む。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ １ ５ 
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地方公共団体の情報システムの標準化及び 

ガバメントクラウド移行事業（新規） 

担当 情報政策課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３８９，５８０千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

３１０，９５３ 

７８，６２７ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

地方自治体が業務で使うシステムの仕様は地域事情に応じてカスタマイズを行うこ

とで複雑化しており、維持管理や制度改正時の改修などで多額の費用負担が発生してい

ることやベンダーロックインが発生する原因ともなっている。 

こうした現状を打開するため、国は「地方公共団体情報システムの標準化に関する法

律」を成立させた。 

本市においても、国が定めた標準化の基準に合う情報システム（標準準拠システム）

に移行し、政府が用意したクラウド基盤である「ガバメントクラウド」上でシステムを

使用することで課題の解決を図る。 

 

４ 事業の概要 

基幹系20業務システム（住民基本台帳、戸籍 、戸籍の附票、固定資産税、個人住民

税、法人住民税、軽自動車税、印鑑登録、選挙人名簿管理、子ども・子育て支援、就学、

児童手当、児童扶養手当、国民健康保険、国民年金、障害者福祉、後期高齢者医療、介

護保険、生活保護、健康管理）について、令和７年度末までに国が定めた標準仕様に適

合した標準準拠システムへ移行し、クラウド上で構築する。 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ６ 

２ １ 10 
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ＤＸ推進事業（新規） 

担当 情報政策課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １２，０９４千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

１２，０９４ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市ＤＸ基本方針に掲げる「ＤＸという手段を用いて、ＵＸを向上させること」を達

成するため、本市ＤＸアクションプランに示す４つの基本目標「徹底した市民目線によ

る利便性の向上」「市行政の生産性向上と働き方改革」「地域社会のデジタル化とデジ

タル格差の解消」「ＩＣＴを活用した産業の効率化の促進」に沿った事業に取り組み、

市民や職員の利便性や生産性の向上を図ることを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

令和６年度は４つの基本目標のうち、「徹底した市民目線による利便性の向上」及び

「市行政の生産性向上と働き方改革」にかかる事業を実施する。 

  ⑴ 「徹底した市民目線による利便性の向上」にかかる事業 

   〇 市ＬＩＮＥ公式アカウントにおいて、手続きの事前予約ができるオンライン予

約機能を追加し、市民の利便性の向上を図る。 

   ○ イベントや式典などにおける事前申し込み登録や入場管理を市ＬＩＮＥ公式ア

カウントから行えるチェックイン機能を追加し、市民の利便性の向上を図る。 

   ○ その他、他自治体が既に導入している機能を利活用することで、市ＬＩＮＥ公式

アカウントの機能拡充を図る。 

  ⑵ 「市行政の生産性向上と働き方改革」にかかる事業 

   〇 デジタル校正ツールを導入することで、帳票の校正などの業務における時間短

縮やヒューマンエラーの防止を図る。 

   〇 プログラミングに関する専門知識をほとんど必要としないノーコードツールを

導入し、業務のシステム化や効率化を図る。 

   〇 ＬｏＧｏチャット上でチャットＧＰＴを導入し、文章の作成や要約、翻訳などの

業務において、処理時間の削減や効率化を図る。 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ １ 10 
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納税コールセンター運営事業 
担当 収 納 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １９，２０６千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

１９，２０６ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

   電話、文書等による「市税滞納者への自主的納付の呼びかけ業務（納税勧奨業務）」

を行う「納税コールセンター」の運営を民間事業者に委託し、納付忘れ等による市税

現年分の滞納額に関する早期のお知らせを通じて、滞納者の滞納額の累積の抑制及び

市税現年分の収納率の向上を図る。 

   また、納税コールセンターに業務を委託したことにより、職員の市税現年分の滞納

整理に関する業務量が軽減され、その分、折衝が困難な滞納者や市外に転出した滞納

者等への滞納整理業務に専念できるようになることから、市税滞納繰越分の収納率の

向上が図れる。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 主な業務内容 

  〇 電話や文書、ＳＭＳ、ＤＭによる納税勧奨 

  〇 納税勧奨時の納付約束の履行監視 

  〇 納税者からの電話対応や納付書の再発行等の収納関連補助業務 

  〇 督促状や分納納付書の発送補助等の滞納整理関連補助業務 

 ⑵ 業務場所 西尾市役所本庁舎内 

 ⑶ 業務時間 平日（開庁日）午前８時30分 ～ 午後５時15分 

        ※ 夜間、休日も月２回程度実施 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ ２ ２ 



- 10 - 

公共施設マネジメントシステム導入事業（新規） 
担当 資産経営課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ７，１７２千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

７，１７２ 

 

千円 

 

３ 事業の目的 

これまでの人口増加や行政需要の拡大に伴い整備してきた公共施設の老朽化が進

行している。また、平成23年４月の西尾市と幡豆郡三町の合併に伴い、市内には利用

目的が同じ公共施設が重複して存在することとなった。今後、人口減少や生産年齢人

口の減少による市税収入の減収が予想される中、現状を踏まえて、計画的に効率的か

つ効果的な公共施設の整備や更新を行うとともに施設の統廃合や長寿命化等を進める

ことにより公共施設の再配置を行う必要がある。 

そこで、公共施設マネジメントをより効率的に行うために公共施設マネジメントシ

ステムを導入する。 

 

４ 事業の概要 

毎年度作成している公共施設概要調書について、クラウド型のシステムを導入する。 

施設の利用状況やコストなどの情報管理をシステム化し、施設評価やライフサイク

ルコストの算定をシステムにより行うことで、効率的に公共施設マネジメントを行う

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ６ 

２ １ ７ 
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（参考：令和４年度完成 吉田地区津波避難タワー） 

津波避難タワー整備事業 
担当 危機管理課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 
 

２ 事 業 費  ５４４，１００千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  その他 

  一  般 

 

２３０，９４０ 

２６１，１００ 

２８，２７１ 

２３，７８９ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 
 

３ 事業の目的  

 近くに津波一時待避所として利用できる高い建物がない地区において、要配慮者な

ど、浸水想定区域外までの長距離避難が困難な方の命を救うため、津波避難タワーを

整備する。令和４年度までに４箇所を整備済、令和８年度までに６箇所の整備を予定

している。 
 

４ 事業の概要 

 奥田地区及び一色町治明地区の２箇所に津波避難タワーを整備し、令和８年度整備

予定の一色町生田西地区の測量及び地質調査を行う。また、令和７年度整備予定の一

色町藤江地区の用地を購入する。なお、身近で親しみのある施設にしたいという思い

から、各地区の小・中学校の児童・生徒から愛称と看板デザインを募集する。 

 

○ 整備スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 内容 

令和６年度 
整備工事 ２箇所（奥田地区、一色町治明地区） 
測量及び地質調査 １箇所（一色町生田西地区） 
用地購入 １箇所（一色町藤江地区） 

令和７年度 
整備工事 ２箇所（小栗地区、一色町藤江地区） 
実施設計 １箇所（一色町生田西地区） 
用地購入 １箇所（吉良町荻西地区） 

令和８年度 整備工事 ２箇所（吉良町荻西地区、一色町生田西地区） 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

２ １ ２ 
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自立支援給付事業 

担当 福 祉 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２，４１９，６２６千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  一  般 

 

１，２０８，１９４ 

６０４，２０９ 

６０７，２２３ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

障害者が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サ

ービスを提供し、障害者福祉の増進を図る。 

 

４ 事業の概要 

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスとして、自立支援医療等の医療給付、

身体機能を補完する補装具の給付、日常生活を支援する介護給付、身体的または社会

的なリハビリや就労等を促進する訓練等給付を行う。 

サービス利用等にかかる費用については、定率による利用者負担額（所得に応じた

負担上限額あり）を除いた額を給付する。 

なお、介護給付・訓練等給付の利用にあたっては、訪問調査及び審査会により、当

該障害者の障害支援区分を認定するとともに、サービスの利用意向や障害状況等を勘

案した利用計画を参考に、提供するサービスの種類、支給量等を決定する。（※訓練

等給付の一部は障害支援区分の認定不要） 

 

○ 主な事業  

 ⑴ 更生医療費、育成医療費及び療養介護医療費       ９５，５１８千円 

・更生医療 … 人工透析、心臓疾患などの手術、入院、通院 

・育成医療 … 児童の口唇口蓋裂などの手術、入院、通院 

・療養介護 … 重度身体障害者に対する指定医療施設への入所による医療・療養 

 ⑵ 補装具費                       ２７，３４７千円 

・義肢、補聴器、車いす等の購入・修理など。 

 ⑶ 障害福祉サービス費               ２，２９３，７５０千円 

  ① 介護給付費 

 居宅介護、重度訪問介護、生活介護、施設入所支援など。 
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  ② 訓練等給付費 

 自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、就労定着支援、共同生活援助

（グループホーム）など。 

  ③ 高額障害福祉サービス費 

 介護保険と障害福祉サービスを併用する場合や補装具費等の利用者が属

する世帯の負担の合算額が利用者の負担上限額を上回る分を給付。 

  ④ 特定障害者特別給付費 

 施設入所支援の利用者の光熱費等や共同生活援助利用者の家賃の自己負

担額の一部を補助。 

  ⑤ サービス等利用計画書作成費 

 障害福祉サービスを利用する際に、指定特定相談支援事業者がサービス内

容や必要量等を記したサービス等利用計画書を作成。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

３ １ ２ 
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地域生活支援事業 
担当 福 祉 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２７９，１５９千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  その他 

  一  般 

 

５６，０９１ 

３０，３６９ 

１０３ 

１９２，５９６ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

障害者総合支援法に基づき、住民に最も身近な市が地域の実情に応じて障害福祉事

業を行い、障害者の社会参加の促進や地域生活の向上を図る。 

 

４ 事業の概要 

障害者の地域生活をサポートする様々な福祉サービスの提供や各種の給付を行う。

なお、利用者負担を伴うサービスについては、低所得者（市民税非課税世帯）の利用

者負担軽減措置を講じている。 

 

○ 主な事業 

 ⑴ 手話通訳者・要約筆記者派遣事業             １，４９４千円 

聴覚障害者の社会生活に必要なコミュニケーションを支援するため、手話通

訳者及び要約筆記者を派遣する。（利用者負担は無料） 

 ⑵ 身体障害者福祉センター運営事業             ４，２７１千円 

身体障害者が自立して生活し、社会参加を促進する上で必要な講座を開催し、

教養の向上に努める。 

 ⑶ 障害者相談支援事業                  ６２，４６３千円 

社会福祉協議会など３法人を窓口として、障害者、その保護者、介護者など

からの相談に応じ、必要な情報提供、サービス利用のコーディネート、就労相

談、権利擁護などの援助を行うとともに、関係機関との情報交換や支援ネット

ワークの構築を進める。 

 ⑷ 地域活動支援センター運営事業             ７２，２１４千円 

障害者の相談支援とともに、就労困難な障害者の日中活動の場を提供し、創

作活動や生産活動、社会との交流促進活動などを行う。特定非営利活動法人ハ

ートネット西尾に委託して実施。 
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 ⑸ 成年後見センター運営事業               １２，６５５千円 

成年後見制度の普及啓発や、本人、家族からの相談及び支援など、障害者の

権利擁護に努めることを目的として成年後見センターを設置し、社会福祉協議

会へ運営を委託する。 

 ⑹ 障害者共同生活援助事業補助               ４，４５６千円 

共同生活援助（グループホーム）事業を実施する事業所に対して、経営の安

定化及びその参入促進を図ることを目的として、運営費を補助する。 

 ⑺ 日常生活用具給付事業                 ３８，００９千円 

身体障害者（児）等に対し、日常生活上の困難を改善し自立した生活を送る

ために必要な入浴補助用具、聴覚障害者用情報受信装置、排泄管理支援用具な

どの日常生活用具の給付及び住宅改修費の給付を行う。 

 ⑻ 移動支援事業                      ９，０９６千円 

屋外での移動に困難がある障害者の外出支援を行う。 

 ⑼ 日中一時支援事業                   ４８，７５６千円 

家庭の状況により日中において監護する者がいない場合や家族の休息を図

るために、一時的に見守りや介護、日中活動の場の提供などを行う。 

 ⑽ 学校生活介助員派遣事業                   １００千円 

市内小中学校に在籍する身体障害がある児童・生徒に対し、身辺自立の促し

や豊かな学校生活を過ごすことを目的とし、必要に応じて登校中にヘルパー派

遣を行う。 

 ⑾ 福祉タクシー助成事業                 １１，４００千円 

公共交通機関の利用が困難な重度の障害者を対象に、福祉タクシーチケット

を交付する。チケット１枚の助成金額を500円上限とし、１か月あたり４枚、

年間48枚を交付（週２回以上通院している場合は、１か月あたり４枚の追加交

付有）、１乗車につき４枚（上限2,000円）まで利用できる。 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

３ １ ２ 



- 16 - 

生活困窮者自立支援事業 
担当 福 祉 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １４，７８９千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  一  般 

 

９，９５７ 

８５５ 

３，９７７ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

生活困窮者の自立の促進を図ることを目的とし、自立相談支援事業、子どもの学習・

生活支援事業の実施、住居確保給付金の支給及びその他生活困窮者に対する自立の支

援を行う。 

 

４ 事業の概要   

○ 自立相談支援事業 

生活困窮者からの相談に応じ、就労の支援、自立支援計画の策定その他必要な情

報の提供及び助言を行う。 

○ 住居確保給付金 

離職により住居を失った又はその恐れの高い生活困窮者に対し、安定的に就職活

動を行うことができるよう、有期で家賃相当額を支給する。 

◯ 生活困窮者就労準備支援事業 

就労に向けた準備が整っていない生活困窮者に対して、一般就労に向けた準備と

しての基礎能力の形成のための支援を行う。 

○ 一時生活支援事業 

ホームレス等の住居のない生活困窮者に対して一定期間宿泊場所を提供する。 

○ 家計改善支援事業 

生活困窮者の家計に関する問題につき、生活困窮者からの相談に応じ、必要な情

報の提供及び助言を行い、併せて支出の節約に関する指導を行う。 

○ 子どもの学習・生活支援事業（サポートスクール） 

貧困の連鎖を防止することを目的とし、生活困窮世帯等に属する中学生への学習

支援や居場所づくり、学習方法に関する助言等を行う。 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

３ ３ １ 
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生活保護事業 
担当 福 祉 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，２１９，４８０千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  一  般 

 

９１４，６１０ 

１５，５００ 

２８９，３７０ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

憲法第 25 条の理念に基づき、すべての国民が健康で文化的な最低限度の生活を営

む権利を保障するとともに、その自立を助長することを目的とする。  

 

４ 事業の概要   

生活に困窮する世帯に対し、国が定めた最低生活基準を下回る場合に、生活扶助、

住宅扶助、教育扶助、介護扶助、医療扶助、出産扶助、生業扶助、葬祭扶助の８種類

の生活支援を行う。 

また、安定した職業に就くこと等により保護を必要としなくなった者に対して就労

自立給付金を、大学等へ進学する者に対しては進学準備金を支給する。 

○ 生活扶助費                      ３１０，２００千円 

日常生活の需要を満たすための衣類、飲食、光熱水費など 

○ 住宅扶助費                      １５３，１２０千円 

住宅を維持するための家賃、補修費、地代など 

○ 教育扶助費                        ３，９００千円 

義務教育に必要な教材、通学用品、給食費など 

○ 介護扶助費                       ９９，０００千円 

    介護保険法に基づき、要支援・要介護者と認定された者が必要とする介護サービ

ス費 

○ 医療扶助費                      ６４８，０００千円 

怪我や病気などの医療費 

○ 出産扶助費                          ８００千円 

分べんに必要となる費用 

○ 生業扶助費                        １，５６０千円 

生業を営むために必要な資金、器具費や高校就学に必要な費用 

○ 葬祭扶助費                        １，８００千円 

葬祭に必要となる費用 
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○ 就労自立給付金                        ８００千円 

被保護者の自立を図るための給付金 

○ 進学準備給付金                        ３００千円 

大学等へ進学する際の支援を図るための給付金 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

３ ３ ２ 
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介護保険事業 

担当 長 寿 課 

 

１ 事 業 年 度   令和６年度 

 

２ 事 業 費   １２，３３４，８３８千円 

 財源内訳 

  保険料収入        ２，９７７，６３１  千円 

    国          ２，４７９，１２４  千円 

    県          １，７５７，６２２  千円 

  支払基金交付金      ３，１４７，８２８  千円 

   その他             ６，３１８  千円 

 一 般         １，９６６，３１５  千円 

※ 一般財源の内訳（再掲） 

一般会計繰入金   （１，９３３，６７２） 千円 

介護給付費準備基金繰入金 （２６，１８７） 千円 

その他           （６，４５６） 千円 
  

３ 事業の目的 

加齢等により介護が必要となっても、尊厳を保持し、個々に有する能力に応じて

自立した日常生活ができるように、社会全体で支える介護保険制度の理念に基づき、

必要な給付を行い、保健医療の向上と福祉の増進を図る。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 被保険者  

○ 65歳以上の人（第１号被保険者）     見込人数 44,384人 

○ 40歳以上65歳未満で医療保険に加入している人（第２号被保険者） 

 ⑵ 保険給付事業 

○ 介護サービス 

要介護１から５の認定者で、寝たきりや認知症などで介護を必要とする高齢者

に対して、居宅介護サービスや施設介護サービス等を提供する。 

○ 介護予防サービス 

要支援１及び２の認定者で、常時の介護までは必要ないが家事や身仕度に支援

を必要とする高齢者に対して、介護予防居宅サービス等を提供する。 

 ⑶ 地域支援事業 

○ 介護予防・生活支援サービス事業（第１号通所事業・通所サービスＣ事業等） 

運動機能の向上を図り、重症化を抑制するため、要支援者等を対象にした送迎

付き運動教室「ころばん教室」等の事業を実施し、適正な介護サービスの展開に

努める。 
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○ 一般介護予防事業（地域介護予防活動支援事業） 

運動機能維持や介護予防等のため、「まちの体操教室」や「シルバー元気教室」

などを実施する。また、認知症予防として「脳活塾」の実施や、高齢者が気軽に

集い、ふれあえる「高齢者通いの場」等で「高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施」に努め、フレイル予防の充実を図る。 

○ 包括的支援事業 

地域包括ケアシステムの推進を目指し、次の事業を実施する。 

・包括的支援事業 

  地域包括支援センターにより、高齢者やその家族の多様な相談に応じるとと

もに、高齢者の権利擁護、支援が困難な事例を抱えるケアマネジャー等の支援

などを行う。 

・在宅医療・介護連携推進事業 

  在宅医療・介護連携に関する専門職への相談支援、医療及び介護関係者等が

連携を深めるための会議の開催、地域住民への在宅医療などの普及啓発を行う。 

  また、在宅医療介護連携システムの「電子＠連絡帳」を活用することで、医

療機関と介護事業所の連携強化を図る。 

・認知症施策推進事業 

  認知症地域支援推進員とオレンジサポーターが協力し、認知症の方が住み慣

れた地域で安心して暮らし続けられるよう、普及啓発や相談、支援などを行う。 

・生活支援体制整備事業 

  生活支援コーディネーターと地域、地域包括支援センターが一体となって、

生活支援や健康寿命延伸に繋がる事業を推進する。 

・地域ケア会議推進事業 

  保健・福祉・医療の専門職相互の連携、ボランティア等の地域の資源を統合・

ネットワーク化し、高齢者を包括的にケアするため、介護予防版・要介護版の

２種類の多職種協働カンファレンスを実施する。 

○ 任意事業 

要介護者を抱える家族の支援や介護給付費の適正化、判断能力が不十分な高齢

者の成年後見制度利用支援、高齢者の住宅安全確保、介護サービス相談員の派遣、

認知症サポーターの養成などを行う。 

 

＜介護予防教室＞ 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

特別会計 
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子ども医療費支給事業 
担当 保険年金課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ９４５，１８５千円 

 財源内訳 

   県 

  その他 

  一 般 

 

１８９，１２４ 

４２，０１８ 

７１４，０４３ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

子どもの疾病の早期発見と治療を促進し、もって子どもの保健の向上と福祉の増進

を図ることを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

○ 子ども医療費は、子どもの保険診療に係る医療費のうち、自己負担分を助成する。 

○ 昭和 48年１月から０歳児を対象に開始され、以降も対象年齢を引き上げるなど助

成制度の充実が図られている。 

 

 ▼ 制度の経緯 

年 月 支給対象者 うち愛知県の補助対象（補助率１/２） 

昭和48年１月 ０歳児 ０歳児（同年４月～） 

平成６年４月 ３歳未満 ３歳未満 

平成14年10月 ４歳未満 ４歳未満 

平成15年７月 ５歳未満 ４歳未満 

平成16年７月 未就学児 ４歳未満 

平成18年４月 小学１年生 ４歳未満 

平成20年４月 入院：中学３年生／通院：小学６年生 入院：中学３年生／通院：未就学児 

平成21年４月 入院：中学３年生／通院：中学３年生 入院：中学３年生／通院：未就学児 

令和４年４月 入院：18歳年度末／通院：中学３年生 入院：中学３年生／通院：未就学児 

 

 ▼ 令和６年度の受給者見込み           単位：人 

未就学児 小学生 中学生 高校生世代 計 

8,005 9,738 5,228 5,110 28,081 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

３ １ ４ 
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国民健康保険事業 

担当 保険年金課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １６，０４８，２６９千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業の目的 

被保険者の疾病、負傷、出産又は死亡に関して必要な保険給付を行い、社会保障及

び保健の向上に寄与することを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

平成 30 年度から国民健康保険制度の安定化を図るための制度改革が行われ、新た

に愛知県が保険者に加わり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保など、国民健康

保険事業運営の中心的な役割を担うこととなった。 

市町村については引き続き、資格管理、保険給付、保険税率の決定、賦課・徴収、

保健事業等、地域における住民との身近な事業を担うこととなった。 

 

○ 被保険者   

他の医療保険に加入している人、生活保護を受けている人等を除いて、市内に 

住所のある人は全て国民健康保険の被保険者となる。 

 

▼ 世帯数及び被保険者数の状況（見込） 

国保加入世帯数（世帯） 国保被保険者数（人） 

19,740  32,000  

 

 

財源内訳 

保険税収入         ３，６１６，２９９  千円 

   県           １０，５９７，２８６  千円 

  その他               １，０３０  千円 

※ その他の内訳（再掲） 

基金利子収入          （１，０２９） 千円 

療養費指定公費負担金        （ １） 千円 

  一 般           １，８３３，６５４  千円 

※ 一般の内訳（再掲） 

繰入金        （１，０３５，５６７） 千円 

その他          （７９８，０８７） 千円 
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○ 国民健康保険事業費納付金・保険給付費等交付金 

平成 30 年度からの制度改革に伴い、市町村は、愛知県が市町村ごとに決定した 

国民健康保険事業費納付金を愛知県に納付し、愛知県は、給付に必要な費用の全額

を保険給付費等交付金として市町村に支払うこととなった。 

○ 保険給付   

被保険者が病気や怪我をして、医療機関等にかかったときの医療費を負担する。

その他、出産育児一時金、葬祭費なども支給する。 

○ 特定健康診査・特定保健指導   

40 歳から 74 歳の被保険者を対象として、生活習慣病の予防を図るため、メタボ

リックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査・特定保健指導を

実施する。 

○ ヘルスアップ事業 

特定健康診査の結果とレセプトのデータを活用し、その結果から、国民健康保険

被保険者の健康保持・増進、生活の質の向上を目指す取組としてヘルスアップ事業

を実施する。 

 

   

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

特別会計 
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後期高齢者医療事業 
担当 保険年金課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３，３４９，６４７千円 

 財源内訳 

  その他               ３，３２９，３６１ 

※ その他の財源内訳（再掲） 

    保険料収入           （２，８９０，８９１） 

    保険基盤安定繰入金         （４３３，１９８） 

    その他                 （５，２７２） 

  一 般                 ２０，２８６ 

※ 一般の財源内訳（再掲） 

        事務費繰入金             （１９，７８４） 

    その他                （５０２） 

 

千円 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

高齢者に一定の保険料を負担してもらい、医療費を安定的に支え、高齢者と若い世

代が公平に医療費を負担することにより、高齢者に対する医療の質の維持・向上を図

ることを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

後期高齢者医療制度の市町村が担う事業である保険料の徴収事務や各種申請、届出

の受付及び被保険者に送付する保険料決定通知などの事務 

 

○ 被保険者   ・75歳以上の人 

         ・65歳～74歳で一定の障害のある人 

 

○ 被保険者数  25,500人（見込） 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

特別会計 



- 25 - 

健康にしお 21計画（第３次）策定支援事業 
担当 健 康 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５，９９５千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

５，９９５ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

 本市の健康増進計画である健康にしお21計画（第３次）を策定する。 

  
４ 事業の概要 

   本市の健康課題に係る現状の把握と分析を行い、健康づくりの施策を推進するため

の方向性や目標を定めた計画を策定する。 

   なお、計画期間は、令和７年度から令和18年度までの12年間とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

４ １ １ 
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インフルエンザ予防接種助成事業［中学３年、 

高校３年相当］（新規） 

担当 健 康 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３，５１２千円 

 財源内訳 

  一  般 

 

３，５１２ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

インフルエンザワクチンの予防接種費用を一部助成し、接種を促進することにより、

感染症予防または罹患した場合に重症化を防ぐことができ、安心して受験等に臨める

体制を作るとともに、医療費の抑制や子育て世帯の負担を軽減する。 

 

４ 事業の概要 

中学３年及び高校３年に相当する年齢の希望者がインフルエンザワクチンを接種

した場合、予防接種費用の一部を助成する。 

 

  ○ 対象者 

    中学３年      994人（見込） 

    高校３年相当    943人（見込） 

 

  ○ 助成費用 

１回あたり  1,500円 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ４ 

４ １ ２ 
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産後ケア事業 
担当 健 康 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３，６７７千円 

 財源内訳 

   国 

  一  般 

 

１，８３８ 

１，８３９ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

 出産後、心身の不調や育児不安等から支援を必要とする産後１年未満の母親及び乳

児を対象に、医療機関や助産所で宿泊や通所等のサービスを提供することにより、母

親のセルフケア能力を育み、健やかな育児ができるように支援する。 

 

４ 事業の概要 

   産後の不安定な時期に支援を必要とする産後１年未満の母親及び乳児を対象に、委

託機関で対象者の状況に応じた、宿泊、通所、訪問のサービスを提供する。従来の産

後ケア事業に加え、産後に困難を訴える方が多い授乳に対して支援を行う訪問型ショ

ート産後ケア事業を追加して実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

４ １ ３ 
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吉良保健センター改修事業（新規） 

担当 健 康 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １５９，２１６千円 

 財源内訳 

  地方債 

  その他 

 

１１６，１００ 

４３，１１６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

吉良保健センターの建物及び設備等を適正に維持管理するため、令和６年度は改修

工事を実施し、施設の長寿命化を図る。 

 

４ 事業の内容 

  ○ 外装及び内装改修工事   １５８，０００千円 

  ○ 冷却ファンモーター交換工事  １，２１６千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ４ 

４ １ ５ 



- 29 - 

佐久島診療所事業 
担当 健 康 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５４，１０３千円 

 財源内訳 

  診療収入 

   県 

  その他 

  一 般 

 

１３，９５０ 

 １８，０５０ 

６４９ 

２１，４５４ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 
 

※ 一般財源の内訳（再掲） 

一般会計繰入金 

その他 

 

(１３，４５１) 千円 

(８，００３) 千円 

 

３ 事業の目的  

佐久島地区住民の健康保持に必要な医療を提供する。 

 

４ 事業の概要 

○ 診療所の診療概要 

   ・診 療 科 目  内科 

   ・診 療 日  月・火・水・金曜日 

・診 療 時 間  午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

（祝日及び年末年始を除く） 

   ・職 員 配 置  医師１名、看護師２名、事務員１名 

 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ４ 

特別会計 
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看護専門学校空調設備改修事業（新規） 
担当 看護専門学校 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １３７，９７３千円 

 財源内訳 

  その他 

 

１３７，９７３ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

本校の教育活動が安全かつ快適に行えるように、設置から25年以上が経過し、老朽

化により必要な空調設備の改修工事を行う。 

 

４ 事業の概要 

令和５年度策定の実施設計を基に、令和６年度、７年度の２か年で、老朽化した空

調設備を、現在のチラーによる「全体」空調方式から、機器に不具合が発生した場合

の影響が少なく、効率的な利用が可能な「個別」空調方式に改修する。 

 

  〇 今後の予定 

年度 内容 

令和６年度 空調設備改修工事（２階・３階） 

令和７年度 空調設備改修工事（１階・講堂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ４ 

４ １ ７ 
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出産・子育て応援給付金支給事業 
担当 子育て支援課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １５３，１８２千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  一 般 

 

８４，１５１ 

２１，０７６ 

４７，９５５ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

妊娠の届出や出生の届出を行った妊婦・子育て世帯等に対して、経済的支援として

出産・子育て応援給付金を支給し、出産育児関連用品の購入費助成や子育て支援サー

ビスの利用負担軽減を図る。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 西尾プレママ祝い金（出産応援ギフト） 

  〇 支給対象者   妊婦 

  〇 支給金額    50,000円 

  ○ 支給見込者数  1,320人 

 

 ⑵ 西尾すこやか祝い金（子育て応援ギフト） 

  ○ 支給対象者   出生した子どもを養育する方 

  〇 支給金額    第１子    50,000円 

            第２子    80,000円 

            第３子以降 100,000円 

  〇 支給見込者数  1,200人 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ３ 

３ ２ １ 
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児童クラブ運営事業 
担当 子育て支援課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ９９，０６８千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  その他 

 

２０，５５５ 

２０，５５５ 

５７，９５８ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

 就労等により昼間、保護者がいない家庭の小学１～６年生までの児童に遊びや生活

の場を提供し、放課後児童支援員による保育を行い、児童の健全育成を図る。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 佐久島しおさい学校区を除く市内小学校区の児童クラブで保育を実施（26か所） 

 ⑵ 保育日及び時間 

   月曜日～金曜日       授業終了後～午後６時 

   土曜日、代休日、長期休業  午前８時～午後６時 

   ※ １日保育で保護者の勤務時間など特別な事情がある場合は、早朝保育を午前７

時30分から、また、必要に応じて午後６時30分まで保育する。 

 ⑶ 利用料 

   月額 5,000円（７月 8,000円、８月 9,500円）、早朝保育 月額 500円 

                         延長保育 月額 500円 

   ※ 同一世帯で同時に２人以上が利用する場合の２人目以降は半額。 

   ※ おやつ代は別途。長期休業中の短期利用は別料金。 

 ⑷ 民営児童クラブに対する運営費補助 

    運営費に対して、国・県・市が補助金（放課後児童健全育成事業費等補助金）を

交付し、児童クラブの円滑な運営を支援する。 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

３ ２ １ 
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子ども食堂運営費補助事業 
担当 子育て支援課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，２９６千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１，２９６ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

子ども食堂を運営する団体等に対し、その運営費の一部を補助し、地域の力を活か

した子どもの居場所づくりを推進し、子どもの健全育成を図る。 

 

４ 事業の概要 

原則として、月１回以上、１回あたり10食以上の食事を提供できる規模で子ども食

堂を運営する団体等を補助する。 

月額12,000円×12か月×９団体（１団体につき年間144,000円まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ３ 

３ ２ １ 
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矢田保育園移転新築事業 
担当 保 育 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５０８，８４９千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

４２３，４３０ 

６８，３００ 

１７，１１９ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の０～５歳の人口は、緩やかな減少傾向がみられるものの、核家族化や女性の

社会進出により保育需要は高まる傾向となっている。国の進める働き方改革や子ども・

子育て支援新制度における保育の必要性を認定する上での就労時間の見直し等により

３歳未満児の保育ニーズが高まることが見込まれるため、新規に３歳未満児を受け入

れる。 

 

４ 事業の概要 

矢田保育園は、昭和50年に建設され、建築後48年が経過しており、鉄骨造の法定

耐用年数の38年を超過し、老朽化が著しく、早急な対応が必要である。同地区は人口

増加地域であり、隣接する矢田小学校も手狭となっている。 

すべての子どもが良質な環境の中で育っていくことができるように、保育園運営を

民営化するとともに、運営事業者に施設建設を担ってもらう。令和７年度の開園に向

けて、令和５年度から園舎建設に対する補助を実施しており、令和６年度も、引き続

き補助を実施する。 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

３ ２ ２ 
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伊文保育園建替事業 
担当 保 育 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３９４，７０６千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

３３１，５３９ 

５０，５００ 

１２，６６７ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の０～５歳の人口は、緩やかな減少傾向がみられるものの、核家族化や女性の

社会進出により保育需要は高まる傾向となっている。国の進める働き方改革や子ども・

子育て支援新制度における保育の必要性を認定する上での就労時間の見直し等により

３歳未満児の保育ニーズが高まることが見込まれるため、３歳未満児の定員を増加さ

せる。 

 

４ 事業の概要 

公設民営である伊文保育園は、昭和54年の建築後44年が経過しており、鉄骨造の

法定耐用年数38年を超過し、老朽化が著しく、早急な対応が必要である。 

すべての子どもが良質な環境の中で育っていくことができるように、民設民営施設

として、建替えを行い、多様な保育需要に対応するため、こども園化を図る。令和７

年度の開園に向けて、令和５年度から園舎建設に対する補助を実施しており、令和６

年度も、引き続き補助を実施する。 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

３ ２ ２ 
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福地南部保育園建替事業 
担当 保 育 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，２３１，０２１千円 

 財源内訳 

  地方債 

  その他 

  一 般 

 

５８９，２００ 

６０３，０５０ 

３８，７７１ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の０～５歳の人口は、緩やかな減少傾向がみられるものの、核家族化や女性の

社会進出により保育需要は高まる傾向となっている。国の進める働き方改革や子ども・

子育て支援新制度における保育の必要性を認定する上での就労時間の見直し等により

３歳未満児の保育ニーズが高まることが見込まれる。そのため、保育室の増築が必要

となり、長寿命化改修では保育室を増やすことはできないこと、既存の園舎に増築し

た場合は、園児の動線の確保や園舎との接続についての問題があるため、長寿命化改

修ではなく、建替えを行う。 

 

４ 事業の概要 

福地南部保育園は、昭和48年に建設され、建築後50年が経過しており、鉄骨造の

法定耐用年数38年を超過し、老朽化が著しく、早急な対応が必要である。また令和７

年度から、３歳未満児の就労時間の基準を変更することから保育需要の増加が見込ま

れるため、園舎の建替えを行う。園舎の実施設計が完了したことから、令和６年度は、

建設工事を行い、令和７年度に供用開始する。 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

３ ２ ２ 
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平坂保育園移転新築事業 
担当 保 育 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ８２，０４６千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

５４，６９８ 

２１，８００ 

５，５４８ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の０～５歳の人口は、緩やかな減少傾向がみられるものの、核家族化や女性の

社会進出により保育需要は高まる傾向となっている。国の進める働き方改革や子ども・

子育て支援新制度における保育の必要性を認定する上での就労時間の見直し等により

３歳未満児の保育ニーズが高まることが見込まれるため、３歳未満児の定員を増加さ

せる。 

 

４ 事業の概要 

公設民営である平坂保育園は、昭和49年の建築後49年が経過しており、鉄骨造の

法定耐用年数38年を超過し、建物の老朽化が著しく、早急な対応が必要である。 

すべての子どもが良質な環境の中で育っていくことができるように、民設民営施設

として、建替えを行う。土地区画整理地内の用地購入が完了したことから、令和６年

度は、園舎建設に対する補助を実施する。 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

３ ２ ２ 
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寺津・巨海保育園の統合に伴う移転新築事業（新規） 
担当 保 育 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １４，５００千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１４，５００ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の０～５歳の人口は、緩やかな減少傾向がみられるものの、核家族化や女性

の社会進出により保育需要は高まる傾向となっている。 

国の進める働き方改革や子ども・子育て支援新制度における保育の必要性を認定

する上での就労時間の見直し等により３歳未満児の保育ニーズに対応する必要が

ある。 

 

４ 事業の概要 

寺津保育園は、昭和53年に建設され、建築後45年が経過しており、鉄骨造の法定

耐用年数38年を超過している。巨海保育園は、昭和44年に建設され、建築後54年が

経過しており、コンクリートブロック造の法定耐用年数の38年を超過している。両園

とも老朽化が著しく、早急な対応が必要である。 

両園の距離が近いため、長寿命化改修をするのではなく、園の統合・民営化を行い、

新たに幼保連携型認定こども園を設置する。令和６年度は、用地取得に向けて、不動

産鑑定等を実施する。 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

３ ２ ２ 



- 39 - 

保育園・幼稚園施設大規模改修事業 
担当 保 育 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １３４，５００千円 

 財源内訳 

  地方債 

  その他 

 

９３，６００ 

４０，９００ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

安全、安心な教育や保育を提供するためには、園舎などの施設が健全であることが

大切である。そして、長期にわたり良好な状態で施設を活用するためには、不具合が

生じた後に対応するだけでなく、計画的に改修していく必要がある。 

このため、施設の劣化状況や利用状況を把握しながら、適切な施設改修を行い、施

設の長寿命化や機能保全に努める。 

 

４ 事業の概要 

○ 保育園・幼稚園施設大規模改修事業            １３４，５００千円 

    施設の緊急性や長寿命化への寄与が高い事案などから改修を行う。 

    ・津平保育園  エレベーター改修工事           ３，５００千円 

    ・鶴城幼稚園  屋上防水・外壁改修工事及び工事に伴うアスベスト調査業務 

                    １３１，０００千円 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 

○ ３ ３ ２ ２ 

10 ４ １ 
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地域子育て支援拠点事業 
担当 家庭児童支援課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６５，２６６千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  一 般 

 

２２，３６９ 

２０，９１７ 

２１，９８０ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

子育て家庭の育児支援を行う地域子育て支援拠点を設置し、親子や親同士の交流の

場を提供するとともに、育児相談や育児講座の開催など、きめ細かな支援を行うこと

で、子育ての孤立化を防止し、安心して子育てできる環境づくりを図る。 

 

４ 事業の概要 

 子育て支援拠点として、開催日が週３日から５日までの地域子育て支援センターを

16か所に設置し、うち９か所は私立保育園に設置する。保育園や幼稚園に入園前の児童

（概ね３歳未満）と保護者を対象に次の事業を実施する。 

  〇 子育て親子の交流の場の提供と交流の促進 

  〇 子育て等に関する相談、援助の実施 

  〇 地域の子育て関連情報の提供 

  〇 子育て支援に関する講習会等の実施 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ３ 

３ ２ ３ 
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男女共同参画社会推進事業 
担当 地域つながり課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

 

２ 事 業 費  １，６９３千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１，６９３ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社

会を実現することを目的とした男女共同参画社会基本法に基づき、未だ根強く残る固

定的な性別役割分担意識やそれに基づく慣習・慣行を解消するため、第３次西尾市男

女共同参画プランに基づく施策を推進し、男女共同参画社会の形成促進を目指す。 

 

４ 事業の概要 

令和６年３月に策定した「第３次西尾市男女共同参画プラン」に基づき、市民との

協働により男女共同参画の啓発事業を行う。 

最も身近な暮らしの場である地域社会において、男女共同参画意識の浸透を図るた

め、あらゆる分野における女性の活躍を進める。また、家庭においては、男女が共に

協力し合い、社会の支援を受けながら、子の養育、家族の介護など家族の一員として

の役割を円滑に果たし、かつ家庭生活と他の活動との両立が図られるようにすること

が重要である。そのため、誰もがイメージしやすいように、年代に合わせた学習機会

やロールモデルの発掘など、より実践的に意識改革を推進する。 

 

 

    

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ １ 13 
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地域公共交通運行事業 

担当 地域つながり課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３１１，２１２千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

９０６ 

３１０，３０６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

 コミュニティバス、いこまいかーの運行や民間バス路線への補助により、日常生活

に必要な移動手段を確保するとともに、「西尾市地域公共交通計画」に基づく事業を

実施し、利便性の高い公共交通体系の実現を図る。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ コミュニティバスとして、西尾駅を中心に西尾地区を巡回する「六万石くるりんバ

ス」、一色地区を巡回する「いっちゃんバス」を運行する。また、自宅からエリアご

とに決められた目的地までの間をタクシーで送迎するおでかけタクシー「いこまいか

ー」を運行する。 

○ 地域公共交通運行事業委託料  １９８，２０４千円 

 ⑵ 西尾市地域公共交通活性化協議会を開催するとともに、「西尾市地域公共交通計画」

に基づく事業を実施する。また、鉄道やバス、渡船の運賃を無料などにすることで、

公共交通機関を使った親子でのおでかけを促すため、「おでかけきっぷ」企画を実施

する。 

○ 地域公共交通活性化協議会負担金  ７，８５９千円 

 ⑶ 名鉄東部交通バスとふれんどバスの赤字部分に対しての補助を行う。 

○ バス運行事業補助金  ４５，７１７千円 

○ ふれんどバス運行事業補助金  ５９，３４０千円 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

２ １ 13 
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名鉄西尾・蒲郡線対策事業 

担当 地域つながり課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １７６，９１２千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

８０，３２７ 

９６，５８５ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

 名鉄西尾・蒲郡線は、買い物や通院などの日常生活や通勤・通学といった社会生活

における移動をはじめ、観光客など本市への来訪者の大量輸送を担う基幹的な公共交

通機関であり、必要不可欠な社会基盤となっている。当路線の運行を存続させるため、

事業者への支援を行うとともに、市民団体や事業者、行政が協働で利用促進に取り組

み、鉄道運行の存続と地域の活性化につなげていく。 

 

４ 事業の概要  

 ⑴ 名鉄西尾・蒲郡線利用促進業務 

広範な市民団体で結成された「西尾市名鉄西尾・蒲郡線応援団」に利用促進業務

を委託し、各種ＰＲ活動やイベント、利用促進大会等の開催を通じて、広く市民に

鉄道利用を呼びかけ、存続への意識高揚を図る。また、団体・親子への当路線の運

賃を補助し、利用者数の確保につなげる。 

○ 利用促進業務委託料   ８，６２９千円 

○ 利用促進事業費補助金  ４，２００千円 

 ⑵ 鉄道施設維持管理費負担金 

鉄道を道路と同じ主要な交通基盤として捉え、事業者が必要とする運行経費に対

して沿線２市が支援するものであり、令和３年度から７年度までの鉄道運行に係る

支援に関しての確認書を締結している。沿線２市の内訳は、路線延長や駅数などか

ら算出した負担割合で各市が補助を行っている。 

（負担額内訳） 西尾市：１５０，６８７千円 

        蒲郡市： ９９，３１３千円 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

２ １ 13 
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（一社）西尾市観光協会支援事業 
担当 観光文化振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ４６，１１８千円 

 財源内訳 

   国 

  その他 

  一 般 

 

７５０ 

２１，５００ 

２３，８６８ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

観光事業の中核をなす（一社）西尾市観光協会が観光客の誘致と観光産業の振興を

図るための支援を行う。市内の観光スポットを案内するツアーや抹茶、鰻などの特産

品及び佐久島、茶摘み体験などの着地型観光商品を企画販売し、県内外からの観光客

の誘致に努める。他にも名鉄とタイアップしたキャンペーン事業、にしお健康ツーリ

ズムやＯＮＳＥＮガストロノミーツーリズムの推進、観光案内所及び無の里休憩所の

維持管理事業、三河湾沿岸の市町と連携した「ＧＯＧＯ三河湾事業」等を行う。 

 

４ 事業の概要 

○ 西尾観光案内所受付業務委託料         

  観光案内所の職員の人件費など 

○ 観光案内所施設維持管理事業委託料 

  観光案内所の賃料、光熱水費など 

  ○（一社）西尾市観光協会補助金 

 主に観光協会が所属する団体の負担金の補助など 

○ 観光客誘客事業補助金 

  観光協会が行う誘客事業（インバウンド推進事業、名鉄キャンペーン、着地型観

光商品、ＧＯＧＯ三河湾での個別事業など）に対する補助や無の里休憩所の維持管

理費など 

○（一社）西尾市観光協会運営補助金 

観光協会の人件費に対する補助 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― １ 

７ １ ２ 
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ｅスポーツ事業 
担当 観光文化振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３５，３９４千円 

 財源内訳 

   国 

  一 般 

 

１７，５４５ 

１７，８４９ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

   ｅスポーツを活用したスポーツツーリズムの創出と、更なる観光誘客の促進を図る。 

また、ｅスポーツは、誰もが参加できるユニバーサルスポーツでもあることから、

外国にルーツのある子ども達が参加できる活動の場を提供し、多文化共生にも寄与す

る。さらには障がい者スポーツの促進、高齢者の脳トレ・フレイル予防を目的とした

ワークショップ等を開催し、誰もが暮らしやすいまちづくりを推進する。 

 

４ 事業の概要 

   市民の健康増進と多世代交流、多文化共生を図るため交流事業を実施するとともに

国内外からの誘客を図るため世界的に有名なスポーツ選手を招いたビッグイベントを

開催する。 

令和４年度からの３年間で、デジタル田園都市国家構想交付金を活用して事業を推

進する。 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

７ １ ２ 



- 46 - 

デジタルマーケティングによる観光ＰＲ事業 
担当 観光文化振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３０，０００千円 

 財源内訳 

   国 

  一 般 

 

１５，０００ 

１５，０００ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

   観光振興をより一層図るため、戦略的にデジタル技術を活用し、効果的かつ効率的

なプロモーションを行う。動画広告・ＳＮＳ等に対する視聴者の反応やニーズ等を可

視化して調査分析を行い、得られた結果を観光施策にフィードバックすることでプロ

モーションの精度を高め、観光施策のブラッシュアップを図り、観光振興による関係

人口の拡大へ繋げる。 

 

４ 事業の概要 

   メインターゲット層に訴求させる国内向け・外国向けの動画制作と動画広告配信を

実施するとともに、ニーズ・トレンドに沿った国内旅行者向けツアーの造成と販促プ

ロモーションを実施する。 

令和５年度からの３年間でデジタル田園都市国家構想交付金を活用して事業を推

進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

７ １ ２ 



- 47 - 

文化会館リニューアルイベント事業（新規） 
担当 観光文化振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １２，５４０千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

８，０００ 

４，５４０ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

文化会館のリニューアルを盛り上げるとともに、文化会館の利用向上及び文化振興

を図る。 

 

４ 事業の概要 

   有名アーティストによる質の高い公演の開催と、市内の文化芸術団体等による音楽

や芸術の発表会を実施する。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ５ ４ 
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文化会館長寿命化事業 
担当 観光文化振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，８４２，１０４千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

４７，０００ 

１，５５２，1００ 

２４３，００４ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

建築後40年が経過し、老朽化の進む文化会館において、設備等の大規模改修工事を

行い、施設の長寿命化を図る。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 経過 

  令和元年度 個別施設計画（長寿命化計画）策定 

  令和３年度 大規模改修工事基本設計 

  令和４年度 大規模改修工事実施設計 

  令和５年度 大規模改修工事 

 ⑵ 工事の概要 

  電気・給排水・空調設備の更新 

 照明設備のＬＥＤ化 

 全館トイレの洋式化、女子トイレの増設 

 ホール天井改修、大ホール客席改修、舞台音響・照明等改修 

 展示利用可能な会議室の整備、多目的利用可能（防音：ダンス・音楽練習）な創

作室の整備 

 ⑶ 工事スケジュール 

  令和５年６月から令和６年11月まで（予定） 

 ⑷ 休館期間 

  令和５年６月１日から令和７年１月３日まで（予定） 

  

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ５ ８ 
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フルマラソン開催事業 
担当 スポーツ振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １３０，０００千円 

 財源内訳 

   国 

  一 般 

 

１９，２５０ 

１１０，７５０ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の一大スポーツイベントとしてフルマラソン大会「にしおマラソン」を開催し、

参加者の健康の維持・増進、関係者同士の交流等、マラソンを通じたスポーツの振興

を図る。また、県内外から数多く訪れる参加者、関係者に対して、本市の様々な魅力

を存分にＰＲすることにより、観光客の誘致や経済的な波及効果等、地域全体の活性

化を図ることを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

フルマラソン大会「にしおマラソン」を開催するため、開催準備及び運営を行う大

会実行委員会に対して補助金を支給する。 

 

   にしおマラソン実施事業補助金  １３０，０００千円 

 

 
  予 算 科 目 

Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
◯ １ 

10 6 1 
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総合体育館耐震改修事業 
担当 スポーツ振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５１９，７５７千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

４８１，６００ 

３８，１５７ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本事業は、建設後、約30年が経過し老朽化している施設の改修及び吊天井耐震対策

等の大規模改修を行い、施設利用者の安心、安全を図るとともに、令和８年度開催の

第20回アジア競技大会に向けて、メインアリーナ照明のＬＥＤ化、施設のバリアフリ

ー化を進め、誰もが利用し易い施設に整備する。 

 

４ 事業の概要 

 令和４年度策定の実施設計を基に、令和６年度、７年度の２か年で大規模改修工事

を行う。 

 

○ 今後のスケジュール 

年 度 内 容 

令和６年度～ 

令和７年度 

メインアリーナの吊天井耐震対策・照明ＬＥＤ化、エレベーター

改修工事、空気調和機更新、バリアフリー化の改修工事、工事監

理業務委託 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ６ ２ 
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（仮称）駮馬瀬戸地区テニスコート整備事業 
担当 スポーツ振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５６６，１４９千円 

 財源内訳 

  地方債 

  その他 

  一 般 

 

１６０，０００ 

４０４，９５８ 

１，１９１ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

既存のテニスコート施設の老朽化等により統廃合が必要なことから、「西尾市スポ

ーツまちづくりビジョン2040」の方針に沿って、スポーツ団体が要望する広域の大会

が開催できる８面のテニスコート施設等を整備する。 

 

４ 事業の概要 

 令和４年度策定の実施設計を基に、令和５年度、６年度の２か年で整備を行う。 

○ 整備スケジュール 

年 度 内 容 

令和５年度 盛土造成・調整池等整備工事 

令和６年度 施設整備工事 

令和７年度 テニスコート区域開設 

※公園事業区域は、令和８年度以降の整備を予定 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ６ ２ 

公園事業区域 
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佐久島活性化事業 
担当 佐久島振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２５，３７８千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

１３，５３５ 

１１，８４３ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

離島振興計画に基づき、佐久島の資源を活用しながら島を魅力あるものにするため、

アートプロジェクト事業を展開するほか、弁天サロンの活用や公式サイト運営などを

総合的に支援することにより、交流人口、関係人口の増加を図りながら、島の活性化

と移住定住者の増加を目指すことを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

○ 地域活性化プロジェクト事業   １４，３００千円 

１年を通して島の祭り・伝統文化とアートを融合させた「三河・佐久島アートプ

ラン21」を展開する。 

また、地域資源である自然を活かした自然観察会の開催や、島の素材で作品を制

作した展覧会など多様な場を提供し、誘客促進を図る。 

○ 佐久島公式ホームページ更新事業  １，５９３千円 

島の旬な情報発信や島の活動状況などを提供する。 

○ 佐久島活性化事業補助金      １，８００千円 

アートによる島おこしを基軸として島を美しくつくる会との協働により、佐久島

の特産品づくり、島内外のボランティアの受け入れ、島の活性化やＳＤＧｓが掲げ

る持続可能な環境づくりの活動を支援する。 

 

 

  

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

２ １ 14 
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佐久島地域おこし協力隊事業 
担当 佐久島振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２６，４１７千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

６，２５０ 

６，０００ 

１４，１６７ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

都市地域から生活の拠点を佐久島に移し、島民や町内会、佐久島観光の会、島を美

しくつくる会と協働して、地域協力活動を行い、島民とともに島の活性化に取り組む。 

 

４ 事業の概要 

○ 佐久島地域おこし協力隊人件費  １１，３１６千円 

 佐久島地域おこし協力隊員を会計年度任用職員として４名任用する。 

○ 佐久島地域おこし協力隊事業   １５，１０１千円 

 ⑴ 佐久島で居住するための家屋の修繕料、家賃及び使用備品、作業服などの貸与備品、

消耗品など。 

 ⑵ 空き家を活用して、島民と移住希望者及び関係人口との交流を図る施設の整備工事 

 

 

  

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ６ 

２ １ 14 
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〇 代替船の概要（予定） 

全長:19.98ｍ  幅:4.20ｍ 

最高速力:25 ﾉｯﾄ 航海速力:22 ﾉｯﾄ 

総トン数:19 ﾄﾝ 旅客定員:122名 

主燃料:軽油  船質:アルミ軽合金 

渡船事業 
担当 佐久島振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事業（予定量）及び事業費 

 年間利用者数 

 年間貨物量 

 一日平均利用者数 

 収益的支出 

 資本的支出 

２６０，２００ 

３９，５００ 

７１３ 

２０２，２１２ 

５０，０６５ 

人 

個 

人 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

西尾市渡船事業は、佐久島と本土を結ぶ唯一の公共交通機関であり、島民の福祉、

産業及び観光等の発展のために毎日欠かすことのできない生活航路として、安全・安

心な定期運航を行う。また、平成13年就航のはまかぜの代替船を令和５年度、６年度

の２か年で建造する。 

 

４ 事業の概要 

２隻の船舶（はまかぜ、第三さちかぜ）により、毎日７便を定期運航する。 

※ 乗客数により臨時便も運航 

○ 船舶の燃料費                      ４４，６４６千円 

  ○ 船舶の修繕費                      １８，１５０千円 

  ○ 各取扱所の業務・保守点検等委託料            ２２，９７８千円 

一色取扱所、佐久島西・東取扱所の業務委託料等 

  ○ 代替船建造費                      ５０，０６５千円 

代替船も20トン未満の小型船とすることで、ランニングコストの削減を図り、バ

リアフリーにも対応した快適で安全な運航を行う。 

 

 

  

予算科目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ２ 

企業会計 
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経済環境適応資金信用保証料補助金（新規） 
担当 商工振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ７，１３６千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

７，１３６ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

市内の中小企業者が借入時に信用保証協会へ支払う信用保証料の一部を補助する

ことにより、当該中小企業者の経営の安定と事業の発展を支援し、もって本市の商工

業の活性化を図る。 

 

４ 事業の概要 

愛知県の融資制度である経済環境適応資金の利用者を対象とした補助制度として、

次のとおり実施する。 

 

補助対象とする主な融資制度名 補助率 
1申請あたりの上限 

（運転資金・設備資金） 

・経済対策特別（環特） 

・セーフティネット（環セ80・100） 
50％ ５万円 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― １ 

７ １ １ 
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未来共創拠点運営事業 
担当 商工振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３７，０３７千円 

 財源内訳 

   国 

  一 般 

 

１０，２００ 

２６，８３７ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

中小企業の持続可能な経営並びに市内での起業、創業及び新産業創出並びに中心市

街地の活性化を支援し、市内経済の活性化を図るため、事業者支援と中心市街地活性

化を担う「西尾未来共創拠点」を名鉄西尾駅高架下店舗北棟に設置し、運営する。 

 

４ 事業の概要 

事業者支援では、中小企業などが抱える様々な課題解決に向けた提案をワンストッ

プで展開する体制を整備し、事業者に寄り添った伴走支援に取り組むとともに、イノ

ベーションを起こしやすい土壌を育てるため、イノベーションを生み出すスタートア

ップ企業を創出する西尾発の「ビジネスプランコンテスト」を運営するほか、セミナ

ーやワークショップなどを開催する。 

中心市街地活性化では、まちづくり団体や市民などの交流や活動のため「西尾未来

共創拠点」を活用し、まちなかの魅力向上や賑わいを創出していく。 

 

 

－ 西尾未来共創拠点イメージ － 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

７ １ １ 
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まちなか賑わい創出事業 
担当 商工振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １８，６４７千円 

 財源内訳 

   県 

  一 般 

 

６，０６６ 

１２，５８１ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

空き店舗等の増加による魅力の低下やまちの空洞化が進んでいる中心市街地にお

いて、目指す将来像を示した「にしおまちなか未来ビジョン」に基づき、公民が一体

的・横断的に賑わいの創出やエリア価値の向上を図っていく。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ にしおまちなか未来ビジョン実行委員会 

ビジョンの策定に携わった策定委員会からシフトした「にしおまちなか未来ビジ

ョン実行委員会」を設置し、公民のステークホルダーの参画のもとでビジョンの実

現につながる具体的な施策を協議・実行していく。 

 

 ⑵ 空き店舗等活用事業 

中心市街地における空き店舗等を活用する創業・新規出店等に対し、空き店舗等

の掘り起こしやマッチング、改装費等の補助を行い、新たな賑わい創出を図る。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

７ １ １ 
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企業誘致推進事業 
担当 商工振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １３,８１２千円 

 財源内訳 

   県 

  一 般 

 

２９ 

１３，７８３ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

税収及び雇用の維持拡大、産業の活性化等を目的に、市外企業の誘致と市内企業の 

流出防止を図る。 

 

４ 事業の概要 

〇 企業立地ワンストップサービス 

企業用地の情報提供から開発に係る諸手続き、企業立地支援制度の活用等につい

て、きめ細かくサポートする「ワンストップサービス」により、企業進出を後押し

する。 

 

○ 市内「ものづくり企業」との展示会共同出展  ６，１６０千円 

市内の「ものづくり企業」の新たな事業展開や 

販路拡大等を支援するとともに、「ものづくりの 

まち西尾」の魅力を広くＰＲするため、名古屋市 

で開催される大規模展示会に市内の「ものづくり 

企業」と共同出展する。 

 

〇 ローカルではたらこう事業          １，７９９千円 

市内の学生の市内製造業への就職を促進するた 

めに、企業の雰囲気がわかり学生が知りたい情報 

を掲載した就活ガイドブック「ローカルではたら 

こう」を作成し、二十歳の集いや市内・近隣の高 

校に配布する。 

 

 

  
予 算 科 目 

Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 １ 

７ １ ３ 
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工場等建設促進事業 
担当 商工振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １５４，４１２千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１５４，４１２ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

企業立地の促進並びに市民の雇用機会の創出及び拡大を図り、もって本市の産業振

興等を目的に市内に工場等の新増設を行う企業に対し、奨励金の交付を行う。 

 

４ 事業の概要 

  〇 交付金 

  ［工場等建設奨励金］  （18社）  １４０，２１２千円 

   ・対象業種：製造業、道路貨物運送業、倉庫業、こん包業等 

   ・奨励条件：投下固定資産の取得費が以下の区分に定められた額以上であること。 

         小規模企業１億円以上、中小企業２億円以上、大企業５億円以上 

   ・交付金額：工場等の新増設に伴う土地及び家屋の固定資産税・都市計画税の納付

相当額を翌年度に交付（ただし令和元年９月以前に適用を受けた企業

は償却資産も含む）。 

  ［雇用促進奨励金］   （４社）   １４，２００千円 

   ・対象業種：製造業、道路貨物運送業、倉庫業、こん包業等 

   ・奨励条件：工場等建設奨励金の交付を受けて新増設した工場等において雇用され

ている新規常用雇用従業員を１人以上有すること。 

   ・交付金額：新規常用雇用従業員１人につき50万円（女性及び障害者は70万円）

を工場等建設奨励金の２回目交付時に交付。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― 1 

7 1 3 
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市役所参観日事業（新規） 
担当 農水振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １９０千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

５０ 

１４０ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

   夏休み期間の子どもとその家族に、西尾の魅力や市役所の機能について楽しく学ぶ

イベントを開催し、夏休みの親子の活動の一つとするとともに、西尾や市役所につい

て親しみをもってもらう機会とする。 

 

４ 事業の概要 

   午前は市役所の機能を学び、午後は西尾の特産品を使ったワークショップなどを行

って、市役所で一日過ごしながら、西尾について学べる内容とする。 

   本事業はワクワク西尾創生コンテストにより提案された施策であり、そのコンセプ

トに基づき、子どもたちに西尾が持つ「ワクワク」した魅力を感じてもらう。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ６ 

６ １ ３ 
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産地パワーアップ事業 
担当 農水振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６４，３７０千円 

 財源内訳 

   県 

  一 般 

 

６４，１７０ 

２００ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の農業について地域一丸となって収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、

計画実現に必要な集出荷施設の整備、農業生産技術の向上、農産物の品質向上、生産

体制の強化を図る経費等をすべての農作物を対象として、農業者を総合的に支援する。 

 

４ 事業の概要 

〇 茶生産支援事業費補助金 

    茶の生産者が実施する茶棚及び被覆資材等の資材導入に対して補助金を交付し、

てん茶の品質向上及び生産体制の強化を支援する。（補助率：１/２） 

〇 施設園芸設備整備事業費補助金 

    いちご新規就農者が後継者不在の農業用ハウスを継承する際の再整備や改修に

対して補助金を交付し、産地の生産基盤の強化と円滑な継承を支援する。（補助率：

１/２） 

〇 施設園芸設備整備事業費補助金（あいち型） 

    いちご新規就農者の農業用ハウスの新設や農

業機械の導入に対して補助金を交付し、生産性

向上及び生産規模の拡大を支援する。また、県

事業のうちスマート農業の推進又は温室効果ガ

ス削減に向けた取組に対しては市独自で支援す

る。（補助率：県１/３＋上限10万円を上乗） 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― １ 

６ １ ３ 
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農業振興地域整備計画策定事業 
担当 農水振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ８，８９９千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

８，８９９ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

経済情勢の変動、その他情勢の推移により農地を取り巻く環境が変化してきており、

農業振興地域の整備に関する法律の定めるところにより、概ね５年ごとに基礎調査を

実施し、農業振興の方向性を示した農業振興地域整備計画の総合的な変更（見直し）

を行う。 

 

４ 事業の概要 

事業は２か年で実施し、令和５年度は、将来の見通しや市の総合計画、都市計画マ

スタープランとの整合性について検討し基礎資料を作成した。 

令和６年度は、作成した基礎資料を基に農業振興地域整備計画の変更を行い、その

計画に則した農業振興地域基本図を作成する。 

 

 
西尾農業振興地域整備計画付図１号 土地利用計画図 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 １ 

６ １ ３ 
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地域計画策定事業（新規） 
担当 農水振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ４，０７８千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

１，２００ 

２，８７８ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

農業経営基盤強化促進法が改正され、令和７年３月までに担い手農業者や関係者に

よる地域での話し合いを行い、地域として目指すべき将来の農地利用を明確にした地

域計画や目標地図を策定する。 

 

４ 事業の概要 

地域計画の策定は令和５年度、６年度の２か年で実施する必要があり、令和５年度

は、農振農用地域内の農用区域内の農用地の所有者に対し、将来的な農地の意向調査

を行うと共に担い手農家に対し、今後の営農規模の調査を実施した。 

令和６年度は、それぞれの意向調査の結果を基に、地域での話し合いを行い、地域

の農地の集積化の方向性や農業の将来の在り方等を記載した地域計画や目標地図を策

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(地域での協議のイメージ) 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― １ 

６ １ ３ 
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第 76回 関西茶業振興大会愛知県大会事業（新規） 
担当 農水振興課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６，０００千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

６，０００ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

 令和６年度に関西茶業振興大会が７年振りに愛知県で開催され、11月に開催する式

典に併せて、本大会を盛り上げるべく抹茶を中心としたブースの出展等のイベントを

開催し、西尾の抹茶のＰＲを図る。 

 

４ 事業の概要 

   この大会において全国有数の抹茶産地にふさわしい「西尾らしさ」を紹介できるイ

ベントを実施するとともに、茶道用抹茶だけでなく、スイーツ向けにも「西尾の抹茶」

がナンバー１であるということを広める内容とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度関西茶業振興大会愛知県大会（豊田市開催） 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

６ １ ３ 
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燃料電池自動車 

地球温暖化対策事業 
担当 環境保全課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２４，１５０千円 

 財源内訳 

   県 

  一 般 

 

５，１２４ 

１９，０２６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

地球温暖化防止対策の一環として、住宅用地球温暖化対策設備及び低公害車の普及

を図る。 

 

４ 事業の概要 

住宅用地球温暖化対策設備を新規に設置した者や、電気自動車、燃料電池自動車な

どの低公害車を新車登録した者を対象に補助を行う。 

○ 住宅用地球温暖化対策設備導入費補助金  ２０，５００千円 

・住宅用太陽光発電施設※       上限 ４万円 

・家庭用エネルギー管理システム      上限 １万円 

・家庭用燃料電池システム       上限 ８万円 

・定置用リチウムイオン蓄電システム     上限 ８万円 

・電気自動車等充給電設備       上限 ５万円 

※ 住宅用太陽光発電施設は、「家庭用エネルギー管理システム」と「定置用リチウムイ

オン蓄電システム」又は「電気自動車等充給電設備」を同時に設置する者に補助を行

う。 

○ 低公害車普及促進事業補助金    ３，６５０千円 

・電気自動車        ５万円/台 

・プラグインハイブリッド自動車      ５万円/台 

・燃料電池自動車        10万円/台 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

４ １ 10 
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○ スケジュール 

 ４月    入札 

 ～12月   照明機器取り換え 

 １月～   リース開始 

地球温暖化対策実行計画推進事業 
担当 環境保全課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３，５３８千円 

 

   課別一覧                          （単位：千円） 

課 名 事業費 
財源内訳 

備 考 
その他 

家庭児童支援課 294 294 西尾市子育て・多世代交流プラザ 

生涯学習課 2,052 2,052 

寺津、米津、福地、西野町、八ツ面、

鶴城、室場、三和、矢田、横須賀の 

各ふれあいセンター、一色町公民館 

文化財課 541 541 岩瀬文庫 

図書館 651 651 図書館 

合 計 3,538 3,538  

 

３ 事業の目的  

公共施設の照明をエネルギー効率の高いＬＥＤ機器に変更し、エネルギー消費量を

減らすことによって、温室効果ガス排出量の削減を図る。 

 

４ 事業の概要 

西尾市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）で選定した温室効果ガスの排出が多

い30施設を中心に順次実施。公共施設の長寿命化計画との整合を図りながら、家庭児

童支援課所管の西尾市子育て・多世代交流プラザ始め４課14施設の照明をリースによ

りＬＥＤ機器に変更する。財源は未来環境創造基金を充当する。 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

各課で予算措置 

13節 使用料及び賃借料 
○ ５ 
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産業廃棄物対策事業 
担当 環境保全課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ７，１００千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

７，１００ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

一色町生田竹生新田地内における放置された廃棄物最終処分場跡地周辺の生活環境

の保全上の影響を監視するため、県環境局との連携により周辺水路の水質・底質土壌

調査、周辺井戸の水質調査及び跡地地表面のガス調査等を実施する。 

また、当該跡地問題への対応や事業転換が検討されているものの未だ白紙撤回され

ない新たな産業廃棄物最終処分場建設計画の問題に関して、法律解釈や事業者対応等

について顧問弁護団に相談しつつ適正に対応する。 

 

４ 事業の概要 

○ 産業廃棄物最終処分場跡地周辺環境調査業務委託料      ４，６３０千円 

○ 顧問弁護士委託料                     １，４６３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         新たな産業廃棄物最終処分場計画地（約53ヘクタール） 

         放 置 さ れ た 廃 棄 物 最 終 処 分 場 跡 地（約15ヘクタール） 

 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ５ 

4 1 10 

 

【一色町生田竹生新田】 
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廃棄物資源化事業 
担当 ごみ減量課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３７３，２４３千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

１０７，２８７ 

２６５，９５６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

ごみの減量と資源の有効利用を図るとともに、資源に対する市民の意識を高め資源

循環型社会を構築する。 

 

４ 事業の概要 

○ ごみ減量化事業               ２，２８６千円 

 ・ボランティア用ごみ指定袋の購入 

 ・カラスよけ用ネットの購入 

 ・折り畳み式ごみ回収ボックスの購入 

 ・小学校出前講座用パンフレットの作製 

 

○ 空き缶等分別収集事業          ２０９，５２７千円 

 ・資源分別収集実施地区奨励金の交付 

   均等割 5,000円×406町内会 

   世帯割 100円×68,400世帯 

 ・ごみカレンダーの作製・配布 

 ・空き缶・空きびん・古紙・小型家電の分別収集委託 

 ・スプレー缶処理委託 

 ・ごみ分別促進アプリ「さんあ～る」の配信 

 

○ 生ごみ減量化事業             １４，０９６千円 

 ・ぼかしの無料配布 

   １世帯につき年間12個×1,800世帯 

 ・生ごみ処理器（コンポスト）購入費補助金の交付 

   購入価格の２分の１（限度額4,000円） 

 ・生ごみ処理機（機械式）購入費補助金の交付 

   購入価格の２分の１（限度額20,000円） 

 ・佐久島西地区生ごみ処理機更新 
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○ 集団回収推進事業             ９，０６２千円 

 ・各種団体に対する資源回収事業報奨金の交付 

  古紙、布、びん、缶、金物回収量１㎏につき５円を交付 

 

○ ペットボトル等回収事業         ２８，２４５千円 

 ・ペットボトルと白色トレイを公共施設・店舗等で回収 

 ・ペットボトル等回収用袋の購入 

 

○ 常設資源ステーション設置事業      １６，７３７千円 

・資源循環型社会の構築に向けて、定期資源収集日以外でも排出できる常設の資源

ステーションを市内に設置 

   設置地区：米津地区、西尾地区（市役所）、平坂地区、吉良地区の４か所 

開設日時：年末年始を除く毎日（10時から19時まで） 

 

○ ごみ指定袋購入事業           ９３，１１８千円 

 ・家庭から排出されるごみ分別の徹底と減量を図るため、ごみ指定袋を一括購入 

   燃えるごみ用３種類（45ℓ、30ℓ、20ℓ） 

   燃えないごみ用１種類（45ℓ） 

   プラスチック製容器包装用２種類（45ℓ、25ℓ） 

 

○ 佐久島焼却炉管理運営事業           １７２千円 

 ・佐久島で発生する草木を焼却処理 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ５ 

４ ２ ２ 
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吉良埋立場全景（航空写真） 

埋立場統廃合事業 
担当 ごみ減量課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １６，１００千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１６，１００ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

平成23年４月の西尾市と幡豆郡３町の合併により、現在は４か所の一般廃棄物最終

処分場（埋立場）を有している。規模の小さい埋立場の埋立てを進め、本市の中心埋

立場である平原埋立場に統廃合する。 

 

４ 事業の概要 

一色、吉良、幡豆地区の埋立場は、クリーンセンターから排出される焼却灰等の主

な搬入先であった市内の民間埋立場が、平成29年度末で受入れを終了したことに伴い、

平成30年度からこの焼却灰等を受け入れ、埋立てを進めている。 

これに伴い、各地区の埋立ての進捗に応じて、えん堤築造や覆土など、必要な工事、

業務等を実施する。 

○平原埋立場  １２，８００千円 

統廃合計画策定業務        ５，９００千円 

浸出水処理施設精密機能検査業務  ６，９００千円 

○吉良埋立場   ３，３００千円 

中間覆土工事           ３，３００千円 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

４ ２ ４ 
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ごみ処理焼却事業 
担当 環境業務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，７４７，２５８千円 

 財源内訳 

  地方債 

  その他 

  一 般 

 

６４６，７００ 

２８２，３９２ 

８１８，１６６ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

市内から排出される可燃ごみを焼却処理し、埋立物の減量化に努め、廃棄物を適正

に処理するための施設の維持管理を行う。 

 

４ 事業の概要 

○ 市内から排出される可燃ごみ・可燃粗大ごみを合理的、経済的かつ衛生的に焼却処

分し、埋立物の減量を行う。 

  ○ 焼却の際に発生する燃焼ガスの熱は、発電や場内給湯に使用するとともに、隣接す

るホワイトウェイブ２１へ熱源供給し、有効利用する。 

  ○ 施設の延命化を図るため、焼却施設の設備機器の更新を計画的に行う。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ５ 

４ ２ ６ 
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【参考】建設予定地 

広域ごみ処理施設整備事業 
担当 環境業務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２７３，０５７千円 

 財源内訳 

   国 

  その他 

  一 般 

 

７７，８４２ 

１３３，２７９ 

６１，９３６ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

「岡崎西尾地域ごみ処理広域化計画」に基づき、岡崎市、西尾市及び幸田町で構成

する岡崎西尾地域広域化ブロック内において、既に稼働している岡崎市中央クリーン

センターとともに、新たにごみ焼却処理を担う施設として、現西尾市クリーンセンタ

ー及び現岡崎市八帖クリーンセンター１号炉を集約した新たな広域ごみ処理施設の整

備を行う。 

 

４ 事業の概要 

令和12年度の供用開始を目標に、本事業を行うことによる環境影響評価など、施設

整備に向けて必要となる各種調査を実施する。併せて広域ごみ処理施設の整備・運営

を行う事業者の選定手続を進める。 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ５ 

４ ２ ６ 
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道路維持事業 
担当 土 木 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ７７７，０４９千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  その他 

  一 般 

 

８６，４５０ 

２５，１００ 

２２，０００ 

６４３，４９９ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

市民要望の強い道路構造物（側溝、舗装）及び交通安全施設等の補修・改良を行う

とともに、重要な道路施設の適正な維持管理に向けた点検及び修繕を行うことにより、

市域の道路通行の安全性を確保し、災害に備えた円滑な道路維持を図る。 

 

４ 事業の概要 

  ○ 道路側溝舗装補修工事      ５００，０００千円 

  ○ 交通安全施設整備工事       ３２，０００千円 

  ○ 道路施設長寿命化委託料     １０４，０００千円 

    定期点検（橋梁、トンネル、歩道橋）、長寿命化修繕計画見直し（橋梁、トンネ

ル、歩道橋）、橋梁実施設計 

  ○ 道路施設修繕補強工事       ６３，０００千円 

    舗装補修、橋梁修繕、歩道橋修繕、道路照明灯修繕 

  ○ 施設修繕料（簡易な道路補修等）  ２４，２７２千円 

  ○ 工事用材料（道路修繕用）     ３０，７２３千円 

    舗装合材、側溝、甲蓋、砕石等 

  ○ その他              ２３，０５４千円 

    道路境界立会業務委託料、市道清掃等管理業務委託料 

    登記事務委託料、測量調査業務委託料 他 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ２ １ 
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自転車ネットワーク計画整備事業 
担当 土 木 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６，１００千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

６，１００ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

交通事故全体は減少しているが、近年、自転車事故の割合が高まっており、対歩行

者事故の割合も増加している。その対策として、歩行者との分離を図るなどの自転車

通行空間の整備を効果的、効率的に行うことを目的に、面的な自転車ネットワーク路

線を選定し、整備形態等の検討を行う。 

 

４ 事業の概要 

 自転車走行空間の整備を行う上での基本方針と計画目標を設定し、それを踏まえた

自転車ネットワーク路線を選定する。選定した路線については、道路状況等に応じた

適切な整備形態の選定などを行った上で計画を取りまとめ、整備を進める。 

   令和６年度は、構築路線の選定及び整備素案の検討をし、計画のとりまとめを行う。 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ １ １ 
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市道新設改良事業（市単独分） 
担当 土 木 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３８３，５００千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

２６５，９００ 

１１７，６００ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

 ⑴ 市民生活に直結する生活道路等の新設や改良を行い、交通の円滑化及び通行の安全

を図る。 

 ⑵ 企業誘致等の関連事業として道路の改良を行い、道路網の整備を図る。 

 

４ 事業の概要  

 ⑴ 市道小間道光寺線 本路線は、都市計画道路安城

一色線の整備に合わせて交差点改良を行うとともに、

通過交通の円滑化を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、用地購入及び道路改良工事を進め

る。 

道路幅員 9.5ｍ 

 

 ⑵ 市道上町道光寺線 本路線は、本市の北部を東西

に結ぶ都市計画道路西尾口線の一部であり、都市計

画道路安城一色線の整備に合わせて、良好なネット

ワークの形成を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、道路改良工事を進める。 

道路幅員 18.0ｍ 

 

 ⑶ 市道横須賀 162 号線 本路線は、駮馬瀬戸地区工

業用地への企業進出に伴う駅利用者の増加に備え、

最寄り駅の上横須賀駅東側にロータリー整備を行う。 

   令和６年度は、物件調査を進める。 

道路幅員 13.0ｍ 
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 ⑷ 市道善明23号線 本路線は、善明内陸工業団地及

び駮馬瀬戸地区工業用地へのアクセス道路として重

要な路線であり、歩行者の安全確保と交通の円滑化

を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、道路改良工事を進める。 

道路幅員 11.0ｍ 

 

 ⑸ 市道瀬門 153 号線 本路線は、駮馬瀬戸地区工業

用地への進入路である市道瀬門 67 号線と県道西尾

幡豆線を結ぶ路線であり、通勤車両を分散し、交通

の円滑化を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、用地購入及び物件移転補償を進め

る。 

道路幅員 7.5ｍ 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ２ ２ 
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市道新設改良事業（県・国補助分） 
担当 土 木 課 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６５２，２１０千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  地方債 

  一 般 

 

１５１，９５０ 

５５，９５０ 

１６７，９００ 

２７６，４１０ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

地域住民の日常生活の安全性、利便性の向上を図るとともに、快適な生活環境の確

保、地域の活力の創造に資する幹線道路の整備を行う。 

 

４ 事業の概要  

 ⑴ 市道吉田 224 号線 本路線は、県道西尾吉良線と

消防本部吉良分署を結ぶ路線で、大型店舗の開業に

伴い、通行量が増大し非常に危険であることから、歩

行者の安全確保を図るため歩道設置を行う。 

   令和６年度は、県費補助事業として、用地購入及び

物件移転補償を進める。 

道路幅員 12.0ｍ 

 

 ⑵ 市道佐久島38号線 本路線は、佐久島の中央部を

南北に結ぶ路線で、山火事や水難事故による緊急車

両の最短ルートを確保するとともに、観光の利便性

向上を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、県費補助事業として、用地購入、物

件移転補償及び道路改良工事を進める 

道路幅員 5.0ｍ 
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 ⑶ 市道上矢田寺津線外 本路線は、西尾市都市計画

マスタープランにより開発区域として位置づけられ

た矢田地区内の路線であり、工場誘致の促進を図る

ため道路整備を行う。 

   令和６年度は、県費補助事業として、用地購入及び

物件移転補償を進める。 

道路幅員 11.0ｍ 

 

 ⑷ 市道細池須脇６号線 本路線は、都市計画道路衣

浦岡崎線と衣浦蒲郡線を結ぶ路線であり、本市の南

部地区から中心市街地部までの交通の利便性向上を

図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、国庫補助事業として、道路改良工事

を進める。 

道路幅員 16.0ｍ 

 

 ⑸ 市道斉藤市子６号線 本路線は、都市計画道路衣

浦蒲郡線から県道荻原巨海線を結ぶ都市計画道路斉

藤一色線の一部となる路線で、本市の南部地区の交

通円滑化を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、国庫補助事業として、道路改良工事

を進める。 

道路幅員 16.0ｍ 

 

 ⑹ 市道平坂 93 号線 本路線は、中畑工業団地内道路

に接続する幹線道路で、交通の分散化と通過交通の円

滑化を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、国庫補助事業として、道路改良工事

を進める。 

道路幅員 12.5ｍ 

 

 ⑺ 市道江原室町線 本路線は、三和小学校の通学路

で、朝夕は通勤により交通量が増大し、非常に危険で

あることから、歩行者の安全確保を図るため歩道設

置を行う。 

   令和６年度は、国庫補助事業として、道路改良工事

を進める。 

道路幅員 7.5ｍ 
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 ⑻ 市道池田野田１号線 本路線は、平口町と県道荻原

一色線を結ぶ幹線道路で、通行量が多いことから、安

全確保を図るため道路整備を行う。 

   令和６年度は、国庫補助事業として、用地購入、物

件移転補償及び道路改良工事を進める。 

道路幅員 10.0ｍ 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ２ ２ 
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橋梁長寿命化修繕計画事業 

担当 土 木 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６０，４００千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

２４，２００ 

１３，０００ 

２３，２００ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

本市が管理する橋長 15ｍ以上の道路橋について、長寿命化修繕の計画策定を行い、

橋梁の予防的な修繕により、長寿命化及び修繕、架替えに要するコストの縮減を図り

つつ、地域の道路網の安全性、信頼性の確保を図る。 

 

４ 事業の概要 

本市が管理する橋梁のうち、橋長15ｍ以上の82橋に

ついて、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、予防的な修繕

を行い、橋梁の長寿命化と計画的な架替えを行う。 

令和６年度は、国庫補助事業として橋梁点検、修繕工

事の実施設計及び修繕工事を進める。 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ２ ３ 
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県営土地改良事業 
担当 農地整備課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３２２，４３６千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

２８４，４００ 

３８，０３６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

愛知県が事業主体となって行う事業で、土地改良施設の更新や耐震化等により農地

災害を防止すると共に、道水路の整備等により農業の近代化や合理化を促進し、農業

経営の安定を図る。 

 

４ 事業の概要 

   各事業で定められている負担率により負担金を支出している。 

○ たん水防除事業【10地区】負担率：８％、10％ 

 ・高島地区、大岡地区、前野地区、室場南部地区、高河原地区、生田第２地区、 

  平坂地区、奥田地区、岡島地区、駒場地区 

○ 緊急農地防災事業【３地区】負担率：15％、18％ 

 ・笹曽根大塚２期地区、西小梛地区、松原地区 

○ 排水施設保全対策事業（ストックマネージメント）【６地区】負担率：16％ 

 ・堀割地区、酒井地区、小栗東地区、大島地区、家武地区、内野地区 

○ 防災ダム事業【２地区】負担率：11％ 

 ・彦田池地区、吉良四ツ池地区 

○ 経営体育成基盤整備事業【２地区】負担率：10％、25％ 

 ・西幡地区、中根新田地区 

○ 国営造成施設管理体制整備促進事業【１地区】負担率：25％の3.54％ 

 ・明治用水地区 

○ 農業水利施設保全対策事業【３地区】負担率：19％ 

 ・巨海地区、西奥田地区、貝吹地区 

○ 矢作川利水総合管理緊急整備事業【３地区】負担率：14％の覚書割合 

 ・羽布ダム１期地区、矢作第二１期地区、矢総南部１期地区 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

６ ４ １ 
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排水機維持管理事業 
担当 農地整備課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２３２，３６４千円 

 財源内訳 

   県 

  その他 

  一 般 

 

７１，５９３ 

３１，０５０ 

１２９，７２１ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

たん水防除事業などで設置された 75 箇所の農業用排水機場を適切に維持管理する

ことにより、降雨時における農地等のたん水被害を防止する。 

 

４ 事業の概要 

たん水被害を未然に防ぐための運転管理業務のほか、点検管理補修業務、電気保安

業務等を委託して、排水機が正常に運転できるように維持管理を行う。 

また、土地改良施設維持管理適正化事業により、機能低下した排水機場の整備を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

６ ４ ２ 
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市土地改良事業 
担当 農地整備課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５４７，２８３千円 

 財源内訳 

   県 

  地方債 

  一 般 

 

３７０，０３７ 

１８，２００ 

１５９，０４６ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

機械揚水事業、かんがい排水事業、農道特殊改良事業などの実施により農村基盤を

整備し、農業経営の安定と合理化を図る。 

また、市内の地域活動組織が行う土地改良施設の維持管理などに多面的機能支払交

付金を活用して支援を行う。 

 

４ 事業の概要 

事 業 名 
事業費 

（千円） 
説   明 

県補助土地改良事業 242,000 (機械揚水)藤江第１排水機場始め９地区の施設補修 

(かんがい排水)上横須賀地区始め２地区の排水路等整備 

(農道整備②)堀割地区の農道整備 

(農道特殊改良)堀割地区の農道特殊改良 

(小規模かんがい排水事業)西小梛地区の排水路整備 

(県民のいのち)藤江第１排水機場の応急ポンプ撤去整備 

多面的機能支払交付金 253,983 三和地区始めとする地域活動組織への交付金 

補償金 4,050 物件移転補償（電柱移設） 

市土地改良事業 47,250 土地改良施設の管理業務 

農道整備、排水機場整備、水路整備などの工事 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

６ ４ ２ 
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寺津漁港海岸地震対策事業 
担当 河川港湾課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２８９，１００千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  地方債 

  一 般 

 

１２０，０００ 

１５，０００ 

１０８，０００ 

４６，１００ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

寺津漁港海岸の背後には、市街地が広がり、 

工場施設、住宅地が密集し、国道247号等の 

主要な交通網が整備されている。 

海岸堤防は、昭和28年の13号台風及び昭 

和 34年の伊勢湾台風で被害を受け、その後 

に築造され、昭和59年度から平成７年度に 

海岸保全施設整備事業で補修を行ったが、経 

年劣化による老朽化が顕著になっている。          寺津漁港海岸 

また、当地区は、南海トラフ沿いで発生する大規模な地震による被害が甚大とされ

る地域であり、海岸堤防が津波、高潮災害から市民の生命・財産を守る最重要施設で

あることから、市民が安心で快適に暮らせるような耐震性を備えた海岸堤防の整備を

図る。 

 

４ 事業の概要 

近年発生が予想される大規模地震に伴う堤防の防護機能の低下による浸水被害を

防止して、人命や資産の防護を図ることを目的とし、耐震性を備えた海岸堤防の整備 

を行う。令和６年度は、海岸堤防L=95ｍ 

及び樋門１基の地震対策工事を行う。 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

８ ４ ２ 
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土地区画整理補助金事業 
担当 都市計画課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １４，９００千円 

 財源内訳 

   国 

  一 般 

 

６，７００ 

８，２００ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

道路などの都市基盤整備が不十分な地域では、ミニ開発等により無秩序な市街地が

形成される可能性が高い。この抑制や解消を図るため、地権者により組織された組合

が実施する土地区画整理事業に対し支援を行い、良好なまちづくりを推進する。 

 

４ 事業の概要 

土地区画整理事業を施行する土地区画整理組合に補助金を交付する。 

○ 西尾天神前土地区画整理事業       補助金  １０，４００千円 

○ 西尾上矢田北部土地区画整理事業     補助金   ４，５００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ２ 

８ ５ ５ 



- 86 - 

 

上横須賀駅周辺地区まちづくり調査検討事業 
担当 都市計画課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １３，８４９千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１３，８４９ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

都市計画マスタープランにおいて、定住人口の受け皿となる新生活拠点として位置付

けられた名鉄上横須賀駅周辺地区に、どのようなまちづくりが適しているのかを調査、

検討する。 

 

４ 事業の概要 

準備委員会等の運営支援を行うとともに地元説明会を開催して、仮同意の収集を実施

し、地元の理解を得ながら事業を推進する。 

 

【都市計画マスタープランにおける吉良地区のまちづくり方針図】 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ２ 

８ ５ ５ 



- 87 - 

公園整備事業（県補助分） 
担当 公園緑地課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６１，０００千円 

 財源内訳 

   県 

  地方債 

  一 般 

 

６，０００ 

４１，２００ 

１３，８００ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

旧西野町保育園跡地の公園利用において、地域住民の意見を取り入れた魅力のある

公園づくりを計画し、レクリエーション活動の場や災害時における一時避難地として

の機能を有した公園の整備を行う。 

 

４ 事業の概要 

   都市公園（にしのま茶公園）整備面積 0.46ｈａ 

   主な公園施設 広場、便所、遊具、休憩所等 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ５ ３ 



- 88 - 

西尾駅東駅前広場整備事業（新規） 
担当 公園緑地課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２０，０００千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

８，６００ 

１０，２００ 

１，２００ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

西尾駅東駅前広場を活用し、多世代の人が交流できる居場所として、魅力のある滞

留空間や交流が生まれる拠点づくりとなる広場の再整備を行い、中心市街地の活性化

を図る。 

 

４ 事業の概要 

   西尾駅東駅前広場 整備面積 0.74ｈａ 

   令和６年度 実施設計業務 

   令和７年度・８年度 整備工事 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ５ ３ 



- 89 - 

 

公園施設長寿命化改修事業（新規） 
担当 公園緑地課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３２，０００千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

１５，０００ 

１３，５００ 

３，５００ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

   都市公園において、遊具など老朽化した公園施設を更新し、子どもや高齢者をはじ

め誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備を進める。 

 

４ 事業の概要 

公園施設長寿命化計画策定にあたり実施した健全度調査により、重度の劣化がある

と判定された永吉公園を始め４公園の遊具４基を更新する。 

 

  ＜永吉公園・遊具更新＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ５ ３ 



- 90 - 

三世代同居対応住宅支援事業 
担当 建 築 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ７，５００千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

７，５００ 

 

千円 

 

３ 事業の目的 

三世代同居に対応した住宅の整備に対して補助することにより、子育てや介護を家

族同士で支え合うことで子育て等にかかる負担を軽減するとともに、市内への移住定

住を促進する。 

 

４ 事業の概要 

親世帯と子世帯が三世代で同居・隣居するために、住宅を新築、増築、改築、リフ

ォームする工事に対して、30万円を限度として補助する。 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ６ 

８ ６ １ 



- 91 - 

住宅の瓦屋根の耐風診断・耐風改修に対する補助金 各２棟 

住宅・建築物安全ストック形成事業 
担当 建 築 課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６１，９１４千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  その他 

  一 般 

 

２９，０８１ 

１４，２６５ 

３，０００ 

１５，５６８ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

大規模災害発生時における民間木造住宅の倒壊等による人的被害の軽減を図るた

め、住宅の耐震診断、耐震改修の実施及び耐震性の低い住宅の除却等に対する補助を

行い、防災の促進を図る。 

 

４ 事業の概要 

○ 木造住宅耐震診断業務委託料 １０，８５６千円 

昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅の無料耐震診断 230棟 

○ 住宅・建築物耐震改修費補助金 ３９，５００千円  

耐震診断を受けた木造住宅の耐震改修工事等に対する補助金 

⑴ 木造住宅耐震改修費補助 ５棟 

⑵ 木造住宅除却費補助 160棟 

○ ブロック塀等撤去費補助金 ４，５００千円 

道路等に面するブロック塀等の撤去工事に対する補助金 50件 

○ 住宅浸水対策改修費等補助金 ３，０００千円 

住宅の浸水対策工事等に対する補助金 ５棟 

○ 土砂災害対策改修費補助金（新規） ７７２千円 

土砂災害特別警戒区域内の住宅等の土砂災害対策工事に対する補助金 １棟 

○ 瓦屋根耐風対策費補助金（新規） １，１４６千円 

 

  
予 算 科 目 

Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― ５ 

８ ６ １ 
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市営住宅整備事業 

担当 建 築 課 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６０，７３２千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

３４，３３６ 

２６，３９６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

経年劣化が進む市営住宅の計画的な整備等により、建物の長寿命化及び施設の適正

な維持保全を図る。 

    

４ 事業の概要  

 ○ 市営住宅長寿命化工事  事業費 ２１，６０４千円 

・中野郷住宅Ｘ棟 20戸  中耐５階建  昭和47年度建設 

防水性及び耐久性を向上させ、住宅の長寿命化を図るために、外壁等の改修を実

施する。 

 

○ 中野郷住宅浄化槽埋戻し工事 事業費  ３，１１３千円 

・中野郷住宅中層用浄化槽 560人槽 

下水道接続に伴い不要となった浄化槽を埋め戻す。 

 

○ その他    事業費 ３６，０１５千円 

・市営住宅補修等工事（募集住宅修繕工事等） 

・中野郷住宅浄化槽最終清掃業務 

・建具等の修繕 

 

 

 

 

 

 

 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

８ ６ ２ 



- 93 - 

平坂中学校生徒数増加対策事業 
担当 教育庶務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，５８２，３３２千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  その他 

  一 般 

 

１７２，８８４ 

９７９，９００ 

３３７，０００ 

９２，５４８ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

平坂中学校において、土地区画整理事業の影響等により生徒数が増加し教室不足が

見込まれるため、校舎を増築し必要な教室を確保するとともに、増加する生徒数に対

応した給食調理室を整備する。 

 

４ 事業の概要 

   令和５年度に引き続き校舎増築等工事を行う。 

 

〇 工事の概要 

   構造：校舎棟（給食調理室を含む） 鉄筋コンクリート造３階建、一部平屋建 

      渡り廊下棟 鉄骨造３階建 

   建 築 面 積：1,514平方メートル 

   延べ床面積：3,342平方メートル 

 

〇 経過及び予定 

令和３年度 校舎増築等基本設計 

令和４年度  〃   実施設計 

令和５年度  〃   工事 

令和６年度    〃 

      給食調理室の供用開始 

令和７年度 校舎の供用開始           増築校舎のイメージ 

 

 

  
予 算 科 目 

Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ３ 

10 ３ １ 



- 94 - 

吉良中学校校舎改築事業 
担当 教育庶務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２００，１３０千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

１３６，２００ 

６３，９３０ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

吉良中学校の校舎は、建設後55年以上が経過し老朽化が進んでおり、また、地盤沈

下の影響を受け教室の床面の傾き等があることから、生徒の安全で安心な学習環境を

確保するため、校舎を改築する。 

 

４ 事業の概要 

令和７年度からの校舎改築工事に向けた実施設計を行う。 

 

〇 経過及び予定 

令和４年度 校舎改築基本計画 

令和５年度  〃  基本設計 

令和６年度  〃  実施設計 

令和７年度  〃  工事 

令和８年度    〃 

令和９年度 供用開始 

旧校舎解体・外構整備工事 

令和 10 年度    〃 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ３ 

10 ３ １ 

新校舎のイメージ 
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学校施設長寿命化事業 
担当 教育庶務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ４８９，６９９千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  その他 

  一 般 

 

１３３，５９２ 

２５９，１００ 

７２，０００ 

２５，００７ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

学校施設の多くは昭和40年代から昭和50年代に建設されており、老朽化や機能の

低下が進んでいるため、今後の維持管理等に係るトータルコストの縮減と財政負担の

平準化を目指し、西尾市学校施設長寿命化計画に基づき、既存の施設を長持ちさせな

がら安全に使っていく長寿命化に向けた改修を行う。 

 

４ 事業の概要 

〇 西野町小学校長寿命化改修工事（第Ⅰ期工事）  事業費 ４４７，１０５千円 

〇 屋上防水改修工事                〃   ２７，０００千円 

〇 給食用エレベーター改修工事           〃   １５，５９４千円 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 

〇 ３ 10 ２ １ 

10 ３ １ 



- 96 - 

きめ細やかな教育の推進事業 
担当 学校教育課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ５７８，６５５千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  一  般 

 

３，２７０ 

９２，０３７ 

４８３，３４８ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

小・中学校等できめ細やかな教育を実現するため、教職員への助言・支援の他、 

教職員とともに児童生徒を指導・支援する専門的知識を有する人材を配置する。 

 

４ 事業の概要 

小学校（25校）、中学校（９校）及び義務教育学校において、児童生徒一人一人の

教育的ニーズを踏まえた教育活動を展開し、個に応じた能力・資質を伸ばしていくた

め、県採用の教職員以外に会計年度任用職員、有識者等を適切に配置または委嘱する

ことにより、児童生徒が通いたい学校、地域や保護者が通わせたい学校及び教職員が

勤めたい学校の実現を目指していく。 

特に学校でニーズの高い特別支援教育、日本語指導、生徒指導に携わる人材を重点

的に配置する。 

 

配置予定人数 ※ 増員する職種を抜粋。 （  ）は前年度比 

・教育アシスタント        97人（＋２） 

・日本語教育指導支援員      18人（＋２） 

・校務支援員           35人（新規） 

・教育指導アドバイザー      １人（新規） 

・スクールソーシャルワーカー   ５人（＋１） 

・スクールカウンセラー      ５人（＋１） 

   ・部活動指導員          50人（＋21） 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

10 １ ３ 



- 97 - 

生涯学習講座情報サイト構築事業（新規） 
担当 生涯学習課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２，５６５千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

２，５６５ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

年４回広報にしおに折り込み全戸配布している「生涯学習講座ガイドブック」を廃

止して、市民がいつでもどこでもパソコンやスマホから簡単にアクセスできる生涯学

習全体の幅広い講座情報を集約したＷＥＢサイトを整備して公開する。このことによ

り、全世代の市民の生涯学習に対するニーズに迅速に対応し講座受講者の拡大を図る。 

なお、本事業は令和５年度末に策定した「みんなの学びチャレンジプラン（第２期

生涯学習推進計画）」で定めたアクションプラン17「新たな情報発信のあり方の検討」

を具現化したもの。 

 

４ 事業の概要 

令和７年１月公開予定の生涯学習講座情報サイトに、これまで「生涯学習講座ガイ

ドブック」では掲載できなかった文化・スポーツなど主に市が主催する多様な学びの

情報を集約する。あわせて、「生涯学習講座ガイドブック」は、廃止する。なお、パ

ソコンやスマートフォンの活用が苦手な市民に対しては、講座情報を印刷した紙を公

共施設に設置して対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ６ 

10 ５ １ 



- 98 - 

生涯学習センター（仮称）整備事業 
担当 生涯学習課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １０７，７３８千円 

 財源内訳 

   国 

  地方債 

  一 般 

 

４３，５００ 

５６，３００ 

７，９３８ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

生涯学習センター（仮称）は、老朽化した２つの公共施設を統廃合した多目的な複

合施設。西尾公園テニスコートの移転後の跡地と西尾公園の一部を含めた約8,300㎡

の敷地に、「共生社会実現のために全世代の市民が集う多様な学び・交流の場」を施

設コンセプトとする延床面積2,600㎡規模の多目的な複合施設を建設する。なお、既存

の西尾公園も同センターの建設にあわせて再整備する。 

また、本事業は国土交通省の都市構造再編集中支援事業として補助金を受ける予定。 

 

４ 事業の概要 

令和６年度は、５年度に実施した公募型設計競技（コンペ）方式により最優秀案と

して選定された斎藤信吾建築設計事務所（神奈川県横浜市）の提案図案を基に設計業

務を完了する。なお、整備工事は７年度と８年度の２か年で取組み、施設の全面供用

開始は９年度を予定している。 

 

  

※ 最優秀案に選定された生涯学習センター（仮称）の完成イメージ図 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

10 ５ ３ 
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旧吉良町公民館・旧吉良支所解体事業（新規） 
担当 生涯学習課・吉良支所 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３２１，１７３千円 

 財源内訳 

  地方債 

（内訳） 

 

  一 般 

（内訳） 

 

      ２８８，９００ 

生涯学習課 １８８，２００ 

吉 良 支 所 １００，７００ 

       ３２，２７３ 

生涯学習課  ２１，０１３ 

吉 良 支 所  １１，２６０ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

耐震性が確保されていないことから令和２年 12 月に利用停止し無人化した旧吉良

町公民館と旧吉良支所は、名鉄西尾線の線路に隣接しているため、大規模地震発生時

に建物が倒壊して近隣の住宅や事業所に多大な損害を与える可能性がある。このため、

公共財産管理の適正化を図ることを目的に解体する。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 解体施設  

  ① 旧吉良町公民館（鉄筋コンクリート造３階建/延床面積3,066.81㎡） 

  ② 旧吉良支所（鉄骨鉄筋コンクリート造３階建ほか/延床面積2,755.75㎡） 

 ⑵ 事業計画 

  〇 令和５年度 解体工事の実施設計、アスベスト調査など 

  〇 令和６年度・７年度 解体工事 

 ⑶ 解体工事費（工事監理費含む） 

  〇 令和６年度・７年度 ６４２，３４５千円 

  ※ 本事業にかかる予算額の計上及び執行については、施設所管課の生涯学習課（教育

委員会）と吉良支所（市民部）が施設の工事費按分により対応 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
主要施策NO. 

款 項 目 

〇 ６ ２ 

10 

１ 

５ 

17 

３ 
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市史編さん事業 
担当 文化財課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３４，４６２千円 

 財源内訳 

  その他 

  一 般 

 

２００ 

３４，２６２ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

   合併後の西尾市の歴史・文化・風土を新出資料や新知見も含めて再分析し、市民に

わかりやすく伝えていくため、『新編西尾市史』の編さんを行う。 

 

４ 事業の概要 

 考古、古代・中世、近世、近・現代、自然、美術工芸・建造物、民俗、学芸・文化

の８つの専門部会による資料の収集・整理と調査研究、執筆作業等を行う。令和６年

度は第７・８冊目の「資料編５ 近現代」「別編２ 自然１」を刊行予定。 

 

○ 謝礼（調査・原稿料）                  １９，６８６千円 

○ 旅費・費用弁償                       ２，３３９千円 

○ 印刷製本及び配送業務委託料                ９，１４８千円 

ほか 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ５ ５ 

令和６年１月に刊行した『新編西尾市史 別編１ 美術工芸・建造物』 
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『西尾城郭覚書』（岩瀬文庫蔵）より大手門の図 

西尾城大手門跡整備事業 
担当 文化財課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２１，２３１千円 

 財源内訳 

   国 

  その他 

  一 般 

 

１，５００ 

３，０００ 

１６，７３１ 

 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

   かつて西尾城の玄関口であった大手門跡を発掘調査で明らかになった成果を生かし、

史跡として整備を行う。中心市街地に位置する未利用市有地を、城下町めぐりの拠点

として、また中心市街地における憩いと集いの広場として有効活用する。 

 

４ 事業の概要 

○ 基本設計業務委託料                    ７，７７７千円 

○ 発掘調査報告書作成業務委託料               ６，９３０千円 

○ 事業損失調査業務委託料                  ６，５２４千円 

  〇 経過及び今後の予定 

    令和４年度 客土除去工事 

令和５年度 発掘調査・用地買収 

  令和６年度 基本設計ほか 

令和７年度 実施設計 

令和８年度 整備工事 

 

※ 国土交通省補助事業 

「都市構造再編集中支援事業」に採択 

 

 

 

 

 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ５ ５ 
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（岩瀬文庫蔵） 

「元禄赤穂事件資料集（仮）」刊行事業（新規） 
担当 文化財課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １，９９８千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

１，９９８ 

 

千円 

 

３ 事業の目的  

   史実としての元禄赤穂事件や吉良義央の実像を明らかにするための書籍を刊行する。

現存する同時代の古文書などの歴史資料、わかりやすい論考や写真、漫画等を収録す

る。 

 

４ 事業の概要 

○ 作成業務委託料                      １，９９８千円 

  令和６年度・７年度に資料調査及び執筆、８年度に編集校正及び印刷製本を行い、

同年末に刊行予定。 

※ 令和６～８年度 ワクワク西尾創生提案に採択 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
― １ 

10 ５ ５ 

「おつる宛て吉良義央書状」 

幕府高家として公務滞在中の京都から江戸にいる長女鶴姫に送った書状。 

留守宅の娘や家族を思いやる心情が優しい語り口調で細やかに綴られる。 

幕府の能吏とも芝居の憎まれ役とも違う、義央の実像に迫る貴重な資料。 
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岩瀬文庫広場整備事業 
担当 文化財課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ９，１９６千円 

 財源内訳 

   国 

  一 般 

 

４，３００ 

４，８９６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

   明治時代の岩瀬文庫開設時に設置された池の周囲の庭園は、現在樹木が生い茂り鬱

蒼とした状態になっている。岩瀬文庫書庫・図書館おもちゃ館の保存修理工事に合わ

せて、歴史的建造物と調和した広場として再整備を行い、中心市街地における憩いと

集いの場として有効活用する。 

 

４ 事業の概要 

○ 実施設計業務委託料  ９，１９６千円 

○ 経過及び予定 

  令和５年度 測量・調査 

  令和６年度 実施設計 

  令和７年度 整備工事 

（樹木剪定・伐採） 

   令和８年度 整備工事（土木） 

 

※ 国土交通省補助事業 

「都市構造再編集中支援事業」に採択 

 

 

 

 

 

 

 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ １ 

10 ５ ９ 

岩瀬文庫広場整備実施場所 
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令和５年度に本館に設置したＩＣゲート 

図書館蔵書ＩＣタグ貼付事業 
担当 図 書 館 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ３，９２７千円 

 財源内訳 

  一 般 

 

３，９２７ 

 

千円 

 

３ 事業の目的 

蔵書管理の効率化や貸出・返却等のセルフサービス化による図書館サービスの充実

を図るため、ＩＣタグシステムの導入を進める。 

 

４ 事業の概要 

令和６年度は、本館の蔵書10万冊にＩＣタグを貼付し、図書館システムへの登録を

行う。今後、令和10年度の図書館情報システムの更新時までに、本館・分館・ふれあ

いセンター等全蔵書への貼付と登録を段階的に進め、貸出・返却等のセルフサービス

化により、便利で快適に利用できる図書館サービスを提供する。なお、ＩＣタグシス

テムの導入により、蔵書の盗難防止及び点検作業などにおける業務の効率化を図るこ

とができる。 

 

○ ＩＣタグ材料費          ３，３００千円 

○ ＩＣタグ貼付作業支援業務委託料    ２９７千円 

○ ＩＣタグ貼付作業機器借上料      ３３０千円 

○ 経過及び予定 

令和４年度    本館所蔵の郷土資料・参考資料 約３万冊にＩＣタグを貼付 

令和５年度    本館にＩＣゲートを設置 

令和６・７年度  各年度本館所蔵の10万冊にＩＣタグを貼付 

令和８年度    本館所蔵の10万冊・一色学びの館所蔵の10万冊にＩＣタグを

貼付 

令和９年度以降  吉良図書館所蔵の 13 万冊・幡豆図書館所蔵の６万冊にＩＣタ

グを貼付、一色・吉良・幡豆の各館にＩＣゲートを設置、図書

館情報システムの更新 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ３ 

10 5 10 
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年度 区 分

感染症対策 トイレ、手洗い等の整備（仮眠室工事分）
高圧受電設備の更新
エレベーターの改修
非常電源の更新
消毒専用室、救急物品庫、救急車車庫の整備
トイレ、手洗い等の整備

利便性の向上 室の用途変更
感染症対策 トイレ、手洗い等の更新

防水改修、外壁タイル等落下防止対策
給排水管、空調、各配線等の更新

利便性の向上 室の用途変更、バリアフリー化等

工 事 内 容
個室仮眠室の整備
浴室、脱衣室、洗面所、洗濯コーナーの整備
指令センター、小会議室（災対本部室）の整備

Ｒ７
長寿命化大規模改修工事

Ｒ５ 仮眠室個室化等工事

長寿命化

感染症対策
Ｒ６ 大規模改修工事

消防本部消防署庁舎・施設改修事業 

担当 消防総務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２６９，１９６千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

２０１，４００ 

６７，７９６ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

消防本部消防署庁舎において、各種感染症による集団感染の防止対策を実施し、西

尾市公共施設長寿命化計画に基づく施設の長寿命化を図る。 

 

４ 事業の概要  

   令和５年度から７年度にかけて実施している消防本部消防署庁舎・施設改修事業に

おいて、令和６年度は救急車車庫棟、トイレ、手洗いの一部及び出動準備室の整備等

を実施する。 

 

〇 工事計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

９ １ ３ 
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高機能消防指令センター施設更新事業 
担当 消防総務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ６３２，８７２千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

４２７，１００ 

２０５，７７２ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

老朽化する消防指令システムを更新することで、災害現場の特定、出動指令等の機

器の操作性が向上し、多様化する災害への迅速かつ円滑な通信指令業務が可能となる。

更新に合わせて、消防指令システムの浸水対策を図り、119 番通報、通信指令体制を

確保する。 

 

４ 事業の概要  

既設の消防指令システムを更新するとともに、新たに映像通報システム（注１）を

導入する。消防指令システムを消防本部消防署庁舎１階から３階へ移設する。 

 

  ○ 経過及び予定 

年 度 内 容 

令和５年度 
消防本部消防署庁舎・施設改修事業の中で、高機能

消防指令センター施設更新に係る実施設計を実施 

令和６年度 高機能消防指令センター施設に関する機器調達 

 

（注１）映像通報システム 

     119 番通報時に通報者のスマートフォンを使って、災害現場の状況を映像で伝

えてもらうシステム。通信指令室では音声のみではなく映像で現場の詳しい状況

を把握することが可能となる。 

 

 

 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

９ １ １ 
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耐震性貯水槽整備事業 
担当 消防総務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  ２２，９７７千円 

 財源内訳 

  地方債 

  一 般 

 

２２，９００ 

７７ 

 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

地震発生時に消火栓が使用できないことが予想されるため、耐震性貯水槽の計画的

な建設を行う。 

 

４ 事業の概要  

○ 40㎥級耐震性貯水槽の設置（２基） 

  ⑴ 設置場所 

   ① 一色町地内（消防署一色分署地内） ※ 潜函型 

   ② 上矢田町地内（矢田防災倉庫設置予定地内） ※ 潜函型 

  ⑵ イメージ図 

（潜函型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

９ １ ３ 
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消防車両整備事業 
担当 消防総務課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事 業 費  １９４，９６６千円 

 財源内訳 

   国 

   県 

  地方債 

  一 般 

 

１３，７１６ 

１，６５４ 

１２２，３００ 

５７，２９６ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

本市の消防力を確保するため、消防署及び消防団詰所に配備している消防車両を消

防車両等整備計画に基づき更新する。 

 

４ 事業の概要 

 ○ 消防車両の整備（９台） 

  ⑴ 大型水槽車       ⑵ 広報車（３台）      ⑶ 作業車 

   配備場所：本署       配備場所：本部及び本署    配備場所：本部 

 

 

 

 

 

  ⑷ 災害対応特殊救急自動車      ⑸ 消防ポンプ自動車（２台） 

  （高度救命処置用資機材含む）     配備場所：一色消防団一色西部分団詰所 

   配備場所：北出張所              幡豆消防団幡豆第１分団詰所 

 

 

 

 

  ⑹ 小型動力ポンプ付積載車 

   配備場所：幡豆消防団幡豆第１分団詰所 

 

  予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ５ 

９ １ ３ 
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西尾市病院事業 

    担当 市民病院 管理課・医事課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事業（予定量）及び事業費 

 病 床 数              ３２１ 床 

 年間患者数（入院）       ８９，４２５  人 

年間患者数（外来）     １６２，８１０  人 

 収益的支出      １０，５６７，６３４ 千円 

 資本的支出       １，４６０，８０５ 千円 

 

３ 事業の目的 

   西三河南部地域の中核病院として、地域住民の健康を保持する。 

急性期及び回復期機能を担う病院として、医療スタッフの充実と最新鋭の設備の導

入を図るとともに、地域の医療機関との連携を強化することで、安全で満足度の高い

医療サービスを提供する。 

 

４ 事業の概要  

 ⑴ 地域医療への更なる貢献 

○ 医師の確保対策 

 ・医師確保奨学金貸与（21人分） 

○ 看護職員の確保と養成 

 ・看護師等修学資金貸与（15人分） 

○在宅医療の展開 

 ・訪問看護事業の開始 

○ 西尾市民病院フェスタの開催 

 ・市民交流のためのイベント開催 

８７，７９２千円 

６５，０００千円 

  ９４，４２７千円 

１０，８００千円 

３９，０６４千円 

 

５００千円 

 

 ⑵ 働き方改革やＤＸの推進等国の制度改正への対応 

○ 働き方改革への対応 

 ・医師事務作業補助業務 

 

７３，０２９千円 

６９，０６９千円 
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 ⑶ 経営強化プラン基本方針５：ＰＲ活動及び収支改善に向けた各種取組強化 

○ 積極的なＰＲ活動推進                                        

・Ｎｅｘｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ 広報活動等 

１２，８４２千円 

１０，７１４千円 

 

 

 ⑷ 施設老朽化に対する取組 

○ 施設改修事業                                        

・手術室空調機更新工事 

５４７，９３２千円 

４６９，７５５千円 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ４ 

企業会計 
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水道事業 

担当 上下水道経営課・上下水道営業課・水道整備課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事業（予定量）及び事業費 

給水栓数 

年間配水量 

一日平均配水量 

収益的支出 

資本的支出 

６９，４００ 

１９，１６２，５００ 

５２，５００ 

３，３８１，７５９ 

１，８２８，５８８ 

栓 

㎥ 

㎥ 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的 

安全で良質な水道水を安定的に供給し、それを廉価で供給することにより公衆衛生

の向上と生活環境の改善を図る。また、公共性と企業性を両立し、公営企業として健

全で効率的な経営に努めるとともに、より高いサービスの実現を目指す。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 老朽管更新事業   事業費 ２７０，０００千円 Ｌ＝2,570ｍ 

漏水事故による断水を防ぐとともに、有収率の向上と安定給水を図るため、老朽

化した管路の更新を行う。 

路線名等 場 所 概 要 

一般県道西尾新川港線外 上町 
φ100DIP   L= ５m 

φ50HPPE  L=160m 

市道菱池10号線外 菱池町 
φ100DIP   L=320m 

φ50HPPE  L=135m 

市道深池川口線外 川口町 
φ100DIP   L= 70m 

φ50HPPE  L=135m 

市道田貫31号線外 田貫二丁目 
φ100DIP  L= 45m 

φ50HPPE   L=165m 

市道平坂93号線外 平坂町 φ100DIP   L= 45m 

市道室33号線外 室町 
φ150DIP   L= 15m 

φ100DIP  L=545m 

市道新渡場住崎線 上町 φ100DIP   L=180m 

市道味浜一色10号線外 一色町 φ100DIP  L=110m 

市道横須賀146号線外 吉良町 φ100DIP  L=310m 

市道幡豆108号線外 鳥羽町 
φ150DIP  L= 70m 

φ100DIP  L=100m 
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市道幡豆407号線外 東幡豆町 φ100DIP  L=160m 

 

 ⑵ 重要管路耐震化事業   事業費 ４６０，０００千円 Ｌ＝1,740ｍ 

南海トラフ巨大地震の発生が懸念される中、水道施設から指定避難所等までの管

路について耐震管への更新を行う。 

路線名等 場 所 概 要 

主要地方道西尾幸田線外 下矢田町外1町 φ300DIP   L=270m 

市道保定93号線外 吉良町 
φ200DIP   L=410m 

φ150DIP  L= 40m 

市道幡豆214号線外 西幡豆町 
φ300DIP   L=300m 

φ50HPPE  L=210m 

一般国道247号外 西幡豆町 

φ300DIP   L=310m 

φ150DIP  L= 20m 

φ50HPPE  L= 50m 

主要地方道豊田一色線外 道光寺町 φ100DIP  L=130m 

 

 ⑶ 水道施設改良事業   事業費  ５３４，６８１千円 

年次計画に基づき、老朽化したポンプ及び電気設備等の更新を行う。 

施設名等 場 所 概 要 

八ツ面配水場 八ツ面町 電気設備更新一式 

上羽角配水場 上羽角町 地震計更新一式 

岡山第１配水池 吉良町 流量計更新一式 

志貴野第3-1取水井 志貴野町 設備更新一式 

宮迫ポンプ場 吉良町 ポンプ更新一式 

志貴野水源送水場 志貴野町 ポンプ更新一式 

志貴野水源送水場 志貴野町 旧浄水池撤去一式 

八ツ面配水場 八ツ面町 県水供給点移設一式 

 

 

 

 

  

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
〇 ２ 

企業会計 
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下水道事業 
担当 上下水道経営課・上下水道営業課・下水道整備課 

 

１ 事 業 年 度  令和６年度 

 

２ 事業（予定量）及び事業費 

接続戸数 

年間総処理水量 

一日平均処理水量 

収益的支出 

資本的支出 

５４，３００ 

１３，５０５，０００ 

３７，０００ 

４，０５０，１９２ 

３，３８３，８９７ 

戸 

㎥ 

㎥ 

千円 

千円 

 

３ 事業の目的  

下水道は、生活雑排水等の汚水を一元的に集約することにより、地域の生活環境の

向上を図り、また雨水排水を円滑に収集・排除することにより、浸水被害から市民の

生命・財産を保全し、もって都市の持続的かつ健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与

することを目的とする。 

あわせて、汚水を高度に処理・浄化することにより、川や海などの公共用水域の水

質保全に寄与することを目的とする。 

 

４ 事業の概要 

 ⑴ 公共下水道事業 

    汚水施設は令和７年度概成に向け計画的な整備を進める。 

    ストックマネジメント計画に基づき管渠及びポンプ場施設の改築更新を行う。 

    雨水排水対策は排水路整備による流下能力の向上及び雨水管理総合計画の作成を

行う。 

整備面積（主に汚水）62.31ha 

地 区 名 場 所 概     要 

下水道区域内 西尾市内 雨水管理総合計画作成 一式 

西尾西部処理分区 上町外 
管渠築造（推進工・開削工）L= 655m 

管渠改築 L=  152m 

西尾東部処理分区 川口町 管渠築造 L=2,750m 

平坂処理分区 平坂町外 
管渠築造 L=1,550m 

管渠改築 L=  223m 

赤羽処理分区 一色町 管渠築造 L=1,653m 

荻原ポンプ場 吉良町 ポンプ施設更新（機械設備）一式 

堀割川第14排水区 平坂町 排水路整備 L= 260m 
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 ⑵ 農業集落排水事業 

    不明水対策として破損管渠の改築工事を行う。 

地 区 名 場 所 概     要 

福地西部地区 上道目記町 管渠改築（ハイセラミック管）L= 190m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 科 目 
Ｒ６ 

実施計画 
基本目標No. 

款 項 目 
○ ２ 

企業会計 

下水道管のしくみ 


